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はじめに 
この度は、萬拵屋商品をお買い上げいただきましてありがとうございます。 

ご使用の前やご利用中にこの説明書をお読みいただき正しくご使用いただけますようにお願いいたします。 

 

本体付属品 

＊コントロールユニット本体（フェライトコア付き）   １個 

＊コネクタ(ＳＤ－３３０のコネクタが違ったら利用してください） １個 

＊動作設定用ジャンパーソケット          ８個 

＊ケースゴム足（貼り付け）            ４個 

＊説明ＤＶＤ（本書・サンプルソフト等収録）    １枚 

＊無線Ｌａｎリモコン基板               １枚 

（付属基板の部品は未実装です。必要に応じて部品購入して製作してください） 

 

SD-CNTに関して 

ＳＤ－ＣＮＴは第一電波工業株式会社製のスクリュードライバーアンテナ（ＳＤ－３３０の上下機構をＳＷＲ最

低値付近に自動調整するコントローラーです（ＡＴＡＳ－Ａｄｐを併用することで八重洲無線製のＡＴＡＳ１０

０等も使用可能）。チューニングにおきましては無線機の出力を５Ｗに制限して、上下機構によりエレメントを

伸縮して無線機より読み出したＳＷＲ最良点付近にて停止する機能になります。また通信対応できない無線機で

の使用に際しても「タイマー動作（無線機接続不要）」により大まかな同調点（記憶された位置）への移動も可

能です。 

無線機との接続は各無線機に用意されたシリアル通信機能（八重洲無線・ケンウッド社のＣＡＴ、ＩＣＯＭ社の

ＣＩ－Ｖ）を利用します。 

八重洲・Kenwood（4800bps・8bit・Non ﾊﾟﾘﾃｨ・Stop2bit）／ICOM（4800bps・8bit・Non ﾊﾟﾘﾃｨ・Stop1bit） 

 

八重洲ＦＴＸ－１の対応は現在ＵＳＢ接続（DVD 付属の「HamComMixer」・「UsbComConnect」）等を利用して運用

お願いします（FTX-1 の CAT ボーレート設定は「HamComMixer」・「UsbComConnect」アプリケーションの設定で中

継しますので初期値のままで可能です。 

フィールドヘッド背面の CAT3 コネクタは MiniDin-10P で入手困難のため未確認（未サポート）となります。ま

た、フィールドヘッド＋背面リチウムバッテリでの運用で USB 通信接続の場合、FTX-1 のグランドと SD-CNT の

電源 GND 線の接続をお願いします。（共通 DC 電源の場合は問題ありません）。 

 

各無線機の記述に関しまして、スプリット状態における操作は基本的には非対応となります。 

スプリット運用でスプリット動作に移行する前に送信周波数でチューニングをお願いします。 
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ご注意 

実機運用の前に下記に関して十分な確認をお願いします。 

本機により無線機の出力を確実に下げてチューニング動作が実行されるか確認 

本機から無線機に対して出力設定のコマンドを送出しますが、通信失敗等のことを考え無線機の最大出力を１０

Ｗ程度に設定して動作確認してください。 

その他注意事項 

本機の誤動作・暴走等、および本機の発するＣＰＵのノイズにつきましては設置環境・無線環境等に左右される

場合も多々ありますので、フェライトコア等のノイズ対策を十分に行っていただきますようお願いいたします。

回り込み等で無線機との通信に支障が発生するとエラー停止する場合もあります。 

車載等の場合、本機への電源供給はシガーライター等から、無線機はトランクに実装でバッテリー直とかの場

合、通信ＧＮＤ経路等でループが形成され誤動作の原因にもなる場合もありますので無線機接続の電源からの本

機への給電をお願いします。 

また、ジャンパーの変更等の際には部品の電源レギュレータ（アルミ板放熱板）が熱くなっていますのでご注意

お願いします。（部品の許容値以内には収まっておりますが素手で触るとかなり熱く感じます） 
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基本機能 

本装置のＵＰまたはＤＷボタンを押すことで手動によるエレメントの上下移動動作、無線機を通信制御して自動

で５W の出力・キャリアの出力されるモード（ＲＴＴＹ）に変更して送信状態に変更しエレメントを同調させる

機能を有しています。 

＜チューニング方法＞ 

ＵＰボタンによる上昇調整：現在位置から上昇方向に同調点を探す方法（低い周波数への移行時に使用） 

ＤＷボタンによる下降調整：現在位置から下降方向に同調点を探す方法（高い周波数への移行時に使用） 

自動調整        ：一旦最下点まで移動後に上昇調整する方法。 

また無線ＬＡＮを利用してパソコンから本機に接続した場合は下記機能が可能です。 

 

★調整出力設定     ：ＩＣ－７３００等ＩＣＯＭ社の５０～１００Ｗ無線機では正確なＳＷＲ値を測定す 

るために２０～３０Ｗ程度の出力が必要になります。このため任意の調整出力に 

変更できます。また、八重洲無線のＦＴ－７１０におきましてもこの機能で２５Ｗ 

程度にした方が調整結果は良くなりました。 

★無線機設定機能    ：無線機のＣＡＴ、ＣＩ－Ｖを利用してテキストに記述されたコマンドを送信するこ

とで無線機の設定を変更操作することが可能です。 

★ユーザーコマンド動作 ：実機確認機種以外での動作を可能にします。 

接続可能な無線機 

実機動作確認機種 

＜八重洲無線＞  ＦＴ－９９１、ＦＴ－８５７、ＦＴ－８１７、ＦＴ－７１０、ＦＴＸ－１ 

＜ケンウッド＞  ＴＳ－４８０ 

＜ＩＣＯＭ＞  ＩＣ－７３００、ＩＣ－７０５（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈオプションが必要） 

その他の動作可能と思われる機種 

＜八重洲無線＞  ＦＴ－８９７、ＦＴｄｘ１０１（FT991 設定で可能かも） 

＜ケンウッド＞  ＴＳ－５９０、ＴＳ－２０００、ＴＳ－８９０ 

＜ＩＣＯＭ＞  ＩＣ－７１００ 

ユーザーコマンドで動作可能と思われる機種 

＜八重洲無線＞ 

ＦＴ－４５０、ＦＴ－１２００、ＦＴｄｘ－１０、ＦＴｄｘ－１０１、ＦＴｄｘ－１２００ 

ＦＴ－８９１（パソコン経由での接続が必要） 

ＦＴｄｘ－３０００、ＦＴ－ｄｘ５０００、ＦＴｄｘ－９０００ 

＜ケンウッド＞ 

ＴＳ－８７０、ＴＳ－９９０ 

（実機確認機等は含んでいませんがユーザーコマンド動作も可能です） 

 

上記以外も八重洲・ケンウッドのＣＡＴ、ＩＣＯＭのＣＩ－Ｖ（ＵＳＢ・ＬＡＮを除く）通信が可能であればユ

ーザーコマンド機能で動作可能と思われます。ユーザーコマンド機能に関する詳細は説明ＤＶＤにあります

「UserCmdTester」フォルダーの説明等をご参照ください。 

パソコンを経由してのＵＳＢインターフェース機種等接続 

ＳＤ－ＣＮＴは無線機との通信にＲＳ２３２Ｃ（ＣＡＴ）、ＴＴＬ（ＣＡＴ、ＣＩ－Ｖ）しか準備されていませ

んので、市販のＲＳ２３２ＣクロスケーブルとＵＳＢシリアル変換アダプターを利用して一旦パソコンへＳＤ－

ＣＮＴのリグ制御を取り込み、簡単なアプリですが付属の「UsbComConnect.exe」でリグの仮想ＣＯＭとＵＳＢ

シリアル変換アダプターの仮想ＣＯＭを中継してご利用ください。またインターネットでのフリーソフトサイト 

「Ｖｅｃｔｏｒ」に公開しています「ＨａｍＣｏｍＭｉｘｅｒ」と「ＳｏｕｒｃｅＦｏｒｇｅ」に公開されてい

ます「ｃｏｍ０ｃｏｍ」（作者に感謝します）を利用することでＦＴ８アプリ・ＨａｍＬｏｇ等との共存も可能

になります。  
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機器の設定・接続 

ＳＤ－ＣＮＴのケーブル・内部ジャンパーの説明 

外部接続関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜注意＞ 

ＳＤ－ＣＮＴの電源接続線（赤＋・黒－）は最初リグとの通信コネクタを接続しない状態でＳＤ－ＣＮＴの起

動確認をしてください。電源の接続されているリグとＳＤ－ＣＮＴ通信コネクタを接続した状態でＳＤ－ＣＮ

Ｔの電源接続を間違えて赤－・黒＋で電源供給ＯＮしますとＳＤ－ＣＮＴのＧＮＤからリグ接続コネクタを経

由してリグのＧＮＤ側に電流が流れてしまい、ＳＤ－ＣＮＴの回路（基板パターン・部品）やリグ回路（基板

パターン・部品）が損傷します。 

 

無線機への D-Sub コネクタ 7 番、８番のＲＴＳ・ＣＴＳはコネクタ内部で短絡されています。 

必要に応じて解放することが必要な場合があるかもしれません。 

内部基板 

 

 

        ＜＜ＣＮ－ＲＳ２３２ 

 

 

        ＜＜ＣＮ－ＴＴＬ 

 

 

 

 

 

 

 ＜ジャンパーに関して＞ 

ＪＰ１の１～４ ：無線機タイプ等の設定 

 ＪＰ１の５   ：エレメントの設定 

 ＪＰ１の６   ：自動調整時の動作設定 

 ＪＰ２の１～６ ：無線機との通信タイプ設定 

 ＜３Ｐ黄色線・青色線・黒色線のコネクタ接続先＞ 

 ＣＮ－ＲＳ２３２ ：ＦＴ９９１、ＴＳ４８０等のＲＳ２３２Ｃ信号タイプの無線機の場合 

 ＣＮ－ＴＴＬ ：ＦＴ８５７、ＩＣ７３００等のＴＴＬレベル信号タイプの無線機の場合 
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無線機の接続 

実機動作確認済みの機種に関して説明しています。それ以外の機種は無線機取説等を参照していただいて類似し

た実機動作確認済み無線機の説明を参考に接続をお願いいたします。 

ＦＴ－９９１（八重洲無線） 

無線機とＳＤ－ＣＮＴの通信接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無線機側の設定 

ＧＰＳのポートの変更 

 メニュー番号２８  ＧＰＳ／２３２Ｃ  ＞ ２３２Ｃ 

 メニュー番号２９  ２３２ｃ Ｒａｔｅ ＞ ４８００ｂｐｓ 

 メニュー番号３０  ２３２ｃ ＴＯＴ  ＞ １０ｍｓｅｃ 

ＳＤ－ＣＮＴの設定 

ＪＰ１－１～６の設定 

 １：ＯＰＥＮ ２：ＯＰＥＮ ３：ＯＰＥＮ ４：ＯＰＥＮ 

 ５：ＯＰＥＮ （ＳＤ－３３０の標準エレメント） 

 ５：ＳＨＯＲＴ（ＳＤ－３３０のオプションエレメント） 

 ６：ＯＰＥＮ （自動調整時上昇開始で送信） 

６：ＳＨＯＲＴ（自動調整時上昇開始後、記憶されているほぼ同調点の少し手前から送信） 

   （ＵＰチューニング、ＤＷチューニング時は開始と同時に送信開始です） 

 

ＪＰ２の設定（無線機との通信形態） 

   １－３：ＳＨＯＲＴ・・・（１－３をＳＨＯＲＴして、ほかはＯＰＥＮ） 

 

通信ハーネス（黄・青・黒）ケーブル 

ＣＮ－ＲＳ２３２を使用します（ＣＮ－ＴＴＬは使用しません） 

 

無線機との接続 

   市販もしくは自作されたＤ－ｓｕｂ９ピン・メス－メスのストレートケーブルが必要です。 

 

 

メモリーＣＨでの動作、スプリット運用での操作に関して 

 単一周波数での運用はＶＦＯ、メモリーＣＨともに可能ですが、スプリット運用に関しましては送信側 

のモード変更コマンドが無いためチューニング不可（C.S Error になります）となります。またメモリ 

ーＣＨに記憶されたスプリット（ＤＵＰと表示されます）運用は「ＤＵＰ」状態を確認するＣＡＴコマ 

ンドが見当たりませんので操作は実行されますが送信周波数でのモード変更が出来ないのと実行周波数 

の読み出しが不可ですので、ご利用になれないことをご了承ください。またメモリーＣＨでの単一周波 

数運用でチューニング実行に「ＭＴ」状態になりますが、チューニングのためモードを変更しますので 

この状況は発生いたします。必要であれば無線機側でのＶ／Ｍキーにより解除してください。 
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ＦＴ－７１０（八重洲無線） 

無線機とＳＤ－ＣＮＴの通信接続（無線機背面のＴＵＮＥＲ／ＬＩＮＥＡＲコネクタを利用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無線機側の設定 

ＯｐｅｒａｔｉｏｎＳｅｔｔｉｎｇ＞ＧＥＮＥＲＡＬの変更 

 ＴＵＮ／ＬＩＮ ＰＯＲＴ ＳＥＬＥＣＴ   ＞ ＣＡＴ－３ 

ＣＡＴ－３ ＲＡＴＥ    ＞ ４８００ｂｐｓ 

ＣＡＴ－１ ＣＡＴ－３ ＳＴＯＰ ＢＩＴ  ＞ ２ｂｉｔ 

 ＣＡＴ－３ ＴＩＭＥ ＯＵＴ ＴＩＭＥＲ  ＞ １０ｍｓｅｃ 

注：ＦＴ－７１０はＣＡＴ－１・ＣＡＴ－３のＳｔｏｐビット設定が共通になっています。 

   ＴＣ－ＡＨ４におきましてはデーター８ビット・Ｎｏｎパリティ・Ｓｔｏｐ２ビット固定です。 

   ＴＣ－ＡＨ４をＣＡＴ－３、他アプリをＣＡＴ－１に接続してご使用の場合は他アプリの設定で 

   Ｓｔｏｐ２ｂｉｔの設定をお願いします。 

   もし不可の場合は「ＨａｍＣｏｍＭｉｘｅｒ」のご利用をお願いします。 

 

ＳＤ－ＣＮＴの設定 

ＪＰ１－１～６の設定（ＦＴ－９９１と同じです） 

 １：ＯＰＥＮ ２：ＯＰＥＮ ３：ＯＰＥＮ ４：ＯＰＥＮ 

 ５：ＯＰＥＮ （ＳＤ－３３０の標準エレメント） 

 ５：ＳＨＯＲＴ（ＳＤ－３３０のオプションエレメント） 

 ６：ＯＰＥＮ （自動調整時上昇開始で送信） 

６：ＳＨＯＲＴ（自動調整時上昇開始後、記憶されているほぼ同調点の少し手前から送信） 

   （ＵＰチューニング、ＤＷチューニング時は開始と同時に送信開始です） 

 

ＪＰ２の設定（無線機との通信形態） 

   ３－５：ＳＨＯＲＴ・・・（３－５をＳＨＯＲＴして、ほかはＯＰＥＮ） 

 

通信ハーネス（黄・青・黒）ケーブル 

ＣＮ－ＴＴＬを使用します（ＣＮ－ＲＳ２３２は使用しません） 

 

無線機との接続 

   ミニＤＩＮ８Ｐプラグ（ＭＰ－３７１／８：マル信無線電機）とＤ－ｓｕｂ９Ｐメスで製作いただくか 

  別途販売の「ＹＡＥＳＵ ＦＴー８１７、８５７等 ＣＡＴ ケーブル」をご利用ください。 
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ＦＴＸ－１（八重洲無線） 

無線機とＳＤ－ＣＮＴの通信接続（パソコン経由でのＵＳＢ接続を利用） 

 
 

無線機側の設定 

ＯｐｅｒａｔｉｏｎＳｅｔｔｉｎｇ＞ＧＥＮＥＲＡＬの変更 

ＣＡＴ－１ ＲＡＴＥ    ＞ ３８４００ｂｐｓ（初期値） 

ＣＡＴ－１ ＣＡＴ－３ ＳＴＯＰ ＢＩＴ  ＞ １ｂｉｔ（初期値） 

 ＣＡＴ－１ ＴＩＭＥ ＯＵＴ ＴＩＭＥＲ  ＞ １０ｍｓｅｃ 

注：ＳＤ－ＣＮＴはデーター８ビット・Ｎｏｎパリティ・Ｓｔｏｐ1or２ビット固定です。 

    HamComMixer・UsbComConnect の設定にてリグ側は 38400bps,1bit、 

SD-CNT 側は 4800bps,2bit の設定にしてください。 

 

 UsbComConnect の参考画面 

  

 

 

 

 

 

ＳＤ－ＣＮＴの設定 

ＪＰ１－１～６の設定（ＦＴ－９９１と同じです） 

 １：ＯＰＥＮ ２：ＯＰＥＮ ３：ＯＰＥＮ ４：ＯＰＥＮ 

 ５：ＯＰＥＮ （ＳＤ－３３０の標準エレメント） 

 ５：ＳＨＯＲＴ（ＳＤ－３３０のオプションエレメント） 

 ６：ＯＰＥＮ （自動調整時上昇開始で送信） 

６：ＳＨＯＲＴ（自動調整時上昇開始後、記憶されているほぼ同調点の少し手前から送信） 

   （ＵＰチューニング、ＤＷチューニング時は開始と同時に送信開始です） 

 

ＪＰ２の設定（無線機との通信形態） 

   ３－５：ＳＨＯＲＴ・・・（３－５をＳＨＯＲＴして、ほかはＯＰＥＮ） 

 

通信ハーネス（黄・青・黒）ケーブル 

ＣＮ－ＲＳ２３２Ｃを使用します（ＣＮ－ＴＴＬは使用しません） 

 

無線機との接続 

 市販のＵＳＢシリアル変換アダプターによりパソコン経由で接続してください。 

  フィールドユニット背面のＣＡＴ３接続は未確認（未サポート）です。 
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ＦＴ－８１７（八重洲無線） 

無線機とＳＤ－ＣＮＴの通信接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

無線機側の設定 

ＣＡＴレートの変更 

 メニュー番号１４  ＣＡＴ  ＲＡＴＥ  ＞ ４８００ｂｐｓ 

ＳＤ－ＣＮＴの設定 

ＪＰ１－１～６の設定 

 １：ＳＨＯＲＴ ２：ＯＰＥＮ  ３：ＯＰＥＮ  ４：ＯＰＥＮ 

 ５：ＯＰＥＮ （ＳＤ－３３０の標準エレメント） 

 ５：ＳＨＯＲＴ（ＳＤ－３３０のオプションエレメント） 

 ６：ＯＰＥＮ （自動調整時上昇開始で送信） 

６：ＳＨＯＲＴ（自動調整時上昇開始後、記憶されているほぼ同調点の少し手前から送信） 

   （ＵＰチューニング、ＤＷチューニング時は開始と同時に送信開始です） 

 

ＪＰ２の設定（無線機との通信形態） 

   ３－５：ＳＨＯＲＴ・・・（３－５をＳＨＯＲＴして、ほかはＯＰＥＮ） 

 

通信ハーネス（黄・青・黒）ケーブル 

ＣＮ－ＴＴＬを使用します（ＣＮ－ＲＳ２３２は使用しません） 

 

無線機との接続 

   ミニＤＩＮ８Ｐプラグ（ＭＰ－３７１／８：マル信無線電機）とＤ－ｓｕｂ９Ｐメスで製作いただくか 

  別途販売の「ＹＡＥＳＵ ＦＴー８１７、８５７等 ＣＡＴ ケーブル」をご利用ください。 

 

メモリーＣＨでの動作、スプリット運用での操作に関して 

ＶＦＯ、メモリーＣＨでの単一周波数運用での操作は可能ですが、詳細なコマンドが公開されていませ 

んので、スプリット運用では送信周波数でのモード等書き換えが出来ない事と受信中にあらかじめスプ 

リット状態の検出ができないので、動作はいたしますがチューニングは不可とご理解お願いします。 

単一周波数運用に切り換えてのチューニングをお願いします。 

メモリーＣＨでの単一周波数運用でチューニング実行に「ＭＴＵＮＥ」状態になります。この解除はＦ 

Ｔ－９９１の様に「Ｖ／Ｍ」の操作するコマンドがＣＡＴコマンド上に見当たりませんので解除はしな 

い状態になります。 
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ＦＴ－８５７（八重洲無線） 

無線機とＳＤ－ＣＮＴの通信接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

無線機側の設定 

ＣＡＴレートの変更 

 メニュー番号０１９ ＣＡＴ  ＲＡＴＥ  ＞ ４８００ｂｐｓ 

 メニュー番号０２０ ＣＡＴ／ＬＩＮ／ＴＵＮ ＞ ＣＡＴ 

ＳＤ－ＣＮＴの設定 

ＪＰ１－１～６の設定 

 １：ＯＰＥＮ  ２：ＳＨＯＲＴ ３：ＯＰＥＮ  ４：ＯＰＥＮ 

 ５：ＯＰＥＮ （ＳＤ－３３０の標準エレメント） 

 ５：ＳＨＯＲＴ（ＳＤ－３３０のオプションエレメント） 

 ６：ＯＰＥＮ （自動調整時上昇開始で送信） 

６：ＳＨＯＲＴ（自動調整時上昇開始後、記憶されているほぼ同調点の少し手前から送信） 

   （ＵＰチューニング、ＤＷチューニング時は開始と同時に送信開始です） 

 

ＪＰ２の設定（無線機との通信形態） 

   ３－５：ＳＨＯＲＴ・・・（３－５をＳＨＯＲＴして、ほかはＯＰＥＮ） 

 

通信ハーネス（黄・青・黒）ケーブル 

ＣＮ－ＴＴＬを使用します（ＣＮ－ＲＳ２３２は使用しません） 

 

無線機との接続 

   ミニＤＩＮ８Ｐプラグ（ＭＰ－３７１／８：マル信無線電機）とＤ－ｓｕｂ９Ｐメスで製作いただくか 

  別途販売の「ＹＡＥＳＵ ＦＴー８１７、８５７等 ＣＡＴ ケーブル」をご利用ください。 

 

メモリーＣＨでの動作、スプリット運用での操作に関して 

ＶＦＯ、メモリーＣＨでの単一周波数運用での操作は可能ですが、詳細なコマンドが公開されていませ 

んので、スプリット運用では送信周波数でのモード等書き換えが出来ない事と受信中にあらかじめスプ 

リット状態の検出ができないので、動作はいたしますがチューニングは不可とご理解お願いします。 

単一周波数運用に切り換えてのチューニングをお願いします。 

メモリーＣＨでの単一周波数運用でチューニング実行に「ＭＴＵＮＥ」状態になります。この解除はＦ 

Ｔ－９９１の様に「Ｖ／Ｍ」の操作するコマンドがＣＡＴコマンド上に見当たりませんので解除はしな 

い状態になります。 
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ＩＣ－７３００（ＩＣＯＭ） 

無線機とＳＤ－ＣＮＴの通信接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

無線機側の設定 

ＣＩ－Ｖの変更（ＭＥＮＵ＞ＳＥＴ＞外部端子＞ＣＩ－Ｖ 

 ＣＩ－Ｖボーレート ＞ ４８００ｂｐｓ 

 ＣＩ－Ｖアドレス  ＞ ２４Ｈ 

  （別アドレスが必要の場合、パソコンからのＴＣ－ＸＸ４．ｅｘｅでの接続で変更可能） 

 ＣＩ－Ｖトランシーブ ＞ ＯＦＦ 

  （ＯＮでご使用の場合、SD-CNT でチューニング実行中は無線機操作禁止です） 

ＳＤ－ＣＮＴの設定 

ＪＰ１－１～６（１～４はチューニング出力が％設定の為無線機によって変わります） 

 １：ＯＰＥＮ  ２：ＳＨＯＲＴ ３：ＳＨＯＲＴ ４：ＯＰＥＮ IC-7300S（50％：5W） 

 １：ＳＨＯＲＴ ２：ＳＨＯＲＴ ３：ＳＨＯＲＴ ４：ＯＰＥＮ IC-7300M（10％：5W） 

 １：ＯＰＥＮ  ２：ＯＰＥＮ  ３：ＯＰＥＮ  ４：ＳＨＯＲＴ IC-7300 （ 5％：5W） 

 ５：ＯＰＥＮ （ＳＤ－３３０の標準エレメント） 

 ５：ＳＨＯＲＴ（ＳＤ－３３０のオプションエレメント） 

 ６：ＯＰＥＮ （自動調整時上昇開始で送信） 

６：ＳＨＯＲＴ（自動調整時上昇開始後、記憶されているほぼ同調点の少し手前から送信） 

   （ＵＰチューニング、ＤＷチューニング時は開始と同時に送信開始です） 

 

ＪＰ２の設定（無線機との通信形態） 

   ３－５：ＳＨＯＲＴ、４－６：ＳＨＯＲＴ・・・（３－５、４－５をＳＨＯＲＴ） 

 

通信ハーネス（黄・青・黒）ケーブル 

ＣＮ－ＴＴＬを使用します（ＣＮ－ＲＳ２３２は使用しません） 

 

無線機との接続 

   ３Ｐの３．５ｍｍプラグ（ステレオプラグです）とＤ－ｓｕｂ９Ｐメスで製作いただくか 

  別途販売の「ＩＣＯＭ ＣＩ－Ｖ ケーブル」をご利用ください。 

 

メモリーＣＨでの動作、スプリット運用での操作に関して 

現在ＩＣ－７３００におきましてはＶＦＯ、メモリーＣＨにおける単一周波数運用、スプリット運用は 

概ねの動作は確認できていますが、未確認におる動作不確定がありましたら単一周波数運用に切り換え 

てのチューニングをお願いいたします。 

ＩＣ－７１００に関しましてはＣＩ－ＶコマンドはＩＣ－７３００と同等ですので多分動作可能。 

他の無線機もコマンド形態が同様であれば動作可能と思われます。 
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ＩＣ－７０５（ＩＣＯＭ） 

無線機とＳＤ－ＣＮＴの通信接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

  市販の Bluetooth 変換器もしくは別途販売の Bluetooth-Kit が必要です。 

  市販の変換器の場合コネクタピンの送受信方向にご注意ください。 

  クロスケーブルが必要になる場合があります 

無線機側の設定 

ＣＩ－Ｖの変更（ＭＥＮＵ＞ＳＥＴ＞外部端子＞ＣＩ－Ｖ） 

 ＣＩ－Ｖアドレス  ＞ ２４Ｈ 

  （別アドレスが必要の場合、パソコンからのＴＣ－ＸＸ４．ｅｘｅでの接続で変更可能） 

 ＣＩ－Ｖトランシーブ ＞ ＯＦＦ 

  （ＯＮでご使用の場合、SD-CNT でチューニング実行中は無線機操作禁止です） 

Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈの設定（ＭＥＮＵ＞ＳＥＴ＞Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ設定） 

  ご使用のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ変換器と通信できる様に設定してください。 

ＳＤ－ＣＮＴの設定 

ＪＰ１－１～６ 

 １：ＯＰＥＮ  ２：ＳＨＯＲＴ ３：ＳＨＯＲＴ ４：ＯＰＥＮ （IC-7300S 設定です） 

 ５：ＯＰＥＮ （ＳＤ－３３０の標準エレメント） 

 ５：ＳＨＯＲＴ（ＳＤ－３３０のオプションエレメント） 

 ６：ＯＰＥＮ （自動調整時上昇開始で送信） 

６：ＳＨＯＲＴ（自動調整時上昇開始後、記憶されているほぼ同調点の少し手前から送信） 

   （ＵＰチューニング、ＤＷチューニング時は開始と同時に送信開始です） 

 

ＪＰ２の設定（無線機との通信形態） 

   １－３：ＳＨＯＲＴ・・・（１－３をＳＨＯＲＴして、ほかはＯＰＥＮ） 

   ・・・変換器がＲＳ２３２Ｃ仕様の場合 

   ３－５：ＳＨＯＲＴ・・・（３－５をＳＨＯＲＴして、ほかはＯＰＥＮ） 

   ・・・変換器がＴＴＬレベルの場合 

 

通信ハーネス（黄・青・黒）ケーブル 

変換器がＲＳ２３２Ｃ仕様の場合＞ＣＮ－ＲＳ２３２を使用します（ＣＮ－ＴＴＬは使用しません） 

変換器がＴＴＬ仕様の場合＞ＣＮ－ＴＴＬを使用します（ＣＮ－ＲＳ２３２は使用しません） 

 

無線機との接続 

 ＢｌｕｅｔｏｏｔｈのＲＳ２３２Ｃ変換器が必要です。 
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メモリーＣＨでの動作、スプリット運用での操作に関して 

概ね先のＩＣ－７３００に準拠いたします。 
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ＴＳ－４８０（Ｋｅｎｗｏｏｄ） 

無線機とＳＤ－ＣＮＴの通信接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

無線機側の設定 

通信レートの変更 

 ＭＥＮＵから＜COM PORT PARAMETERS＞を４８００ｂｐｓにしてください。 

ＳＤ－ＣＮＴの設定 

ＪＰ１－１～６ 

 １：ＯＰＥＮ  ２：ＯＰＥＮ  ３：ＳＨＯＲＴ ４：ＯＰＥＮ 

 ５：ＯＰＥＮ （ＳＤ－３３０の標準エレメント） 

 ５：ＳＨＯＲＴ（ＳＤ－３３０のオプションエレメント） 

 ６：ＯＰＥＮ （自動調整時上昇開始で送信） 

６：ＳＨＯＲＴ（自動調整時上昇開始後、記憶されているほぼ同調点の少し手前から送信） 

   （ＵＰチューニング、ＤＷチューニング時は開始と同時に送信開始です） 

ＪＰ２の設定（無線機との通信形態） 

   １－３：ＳＨＯＲＴ・・・（１－３をＳＨＯＲＴして、ほかはＯＰＥＮ） 

通信ハーネス（黄・青・黒）ケーブル 

ＣＮ－ＲＳ２３２を使用します（ＣＮ－ＴＴＬは使用しません） 

無線機との接続 

   市販もしくは自作されたＤ－ｓｕｂ９ピン・メス－メスのストレートケーブルが必要です。 

メモリーＣＨでの動作、スプリット運用での操作に関して 

ＶＦＯ,メモリーＣＨで単一周波数運用でのチューニング動作は可能ですが、ＶＦＯ・メモリーＣＨ共 

スプリット運用でのチューニングは不可になります（C.S Error になります）。現在スプリット運用での 

送信側周波数のモード変更が不明なためスプリット運用状態の場合エラー扱いとしています。 

チューニングをされる場合は単一周波数運用に切り換えてのチューニングをお願いします。 
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ＴＳ－５９０・ＴＳ－２０００（Ｋｅｎｗｏｏｄ）・・・実機未確認 

無線機とＳＤ－ＣＮＴの通信接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

無線機側の設定 

通信レートの変更 

 ＭＥＮＵから＜COM PORT PARAMETERS＞を４８００ｂｐｓにしてください。 

ＣＯＭコネクタの信号切り替えでＣＴＳ／ＲＴＳにしてください。 

ＳＤ－ＣＮＴの設定 

ＪＰ１－１～６ 

 １：ＳＨＯＲＴ ２：ＯＰＥＮ  ３：ＳＨＯＲＴ ４：ＯＰＥＮ 

 ５：ＯＰＥＮ （ＳＤ－３３０の標準エレメント） 

 ５：ＳＨＯＲＴ（ＳＤ－３３０のオプションエレメント） 

 ６：ＯＰＥＮ （自動調整時上昇開始で送信） 

６：ＳＨＯＲＴ（自動調整時上昇開始後、記憶されているほぼ同調点の少し手前から送信） 

   （ＵＰチューニング、ＤＷチューニング時は開始と同時に送信開始です） 

ＪＰ２の設定（無線機との通信形態） 

   １－３：ＳＨＯＲＴ・・・（１－３をＳＨＯＲＴして、ほかはＯＰＥＮ） 

通信ハーネス（黄・青・黒）ケーブル 

ＣＮ－ＲＳ２３２を使用します（ＣＮ－ＴＴＬは使用しません） 

無線機との接続 

   市販もしくは自作されたＤ－ｓｕｂ９ピン・メス－メスのストレートケーブルが必要です。 

メモリーＣＨでの動作、スプリット運用での操作に関して 

ＶＦＯ、メモリーＣＨで単一周波数運用でのチューニング動作は可能ですが、ＶＦＯ・メモリーＣＨ共 

スプリット運用でのチューニングは不可になります（C.S Error になります）。現在スプリット運用での 

送信側周波数のモード変更が不明なためスプリット運用状態の場合エラー扱いとしています。 

チューニングをされる場合は単一周波数運用に切り換えてのチューニングをお願いします。 

またこの機種では実機確認はありませんので、もし不具合等ありましたらユーザーコマンドでのご使用 

をお願いします。 
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通信機能のない無線機の場合 

無線機と通信をしないで記憶されているほぼ同調点に移動する方法です。 

ＳＤ－ＣＮＴの設定 

ＪＰ１－１～６ 

 １：ＳＨＯＲＴ ２：ＯＰＥＮ  ３：ＯＰＥＮ  ４：ＳＨＯＲＴ 

 ５：ＯＰＥＮ （ＳＤ－３３０の標準エレメント） 

 ５：ＳＨＯＲＴ（ＳＤ－３３０のオプションエレメント） 

 ６：ＯＰＥＮ （未使用：タイマー動作では無関係です） 

 

ＪＰ２の設定（未使用：タイマー動作に接続はありません・・すべてＯＰＥＮ） 

 

通信ハーネス（黄・青・黒）ケーブル 

ＣＮ－ＲＳ２３２・ＣＮ－ＴＴＬいずれかに接続しておいてください。 

（未使用：タイマー動作に関係はありません） 
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無線Ｌａｎの設定 

Ｗｉｎｄｏｗｓパソコン・リモコン基板からＳＤ－ＣＮＴを操作するための無線Ｌａｎ設定説明です。 

 

ＳＤ－ＣＮＴの無線Ｌａｎ設定にはＷｉｎｄｏｗｓパソコンによる無線Ｌａｎ接続、もしくはＲＳ２３２ＣのＣ

ＯＭポート（ＵＳＢ変換器でもＯＫ）とＳＤ－ＣＮＴの無線機接続用コネクタをクロスケーブル（メス：メス）

で接続しても可能です。（無線Ｌａｎがルーター等のみの場合で本機のＡＰへ接続できない場合） 

またＷｉｎｄｏｗｓでの動作環境はおそらくＷｉｎｄｏｗｓ７以降は可能と思われますが「ＮＥＴ Ｆｒａｍｅ

ｗｏｒｋ 4．6．1」が必要になります。Ｗｉｎｄｏｗｓ１０以降では標準で組み込まれていると思われますが

それ以前のＶｅｒの場合は「ＮＥＴ Ｆｒａｍｅｗｏｒｋ 4．6．1」のインストールをお願いします。 

ＳＤ－ＣＮＴでの準備 

ＳＤ－ＣＮＴのジャンパー設定を無線Ｌａｎ設定に変更して電源を投入します。 

ＳＤ－ＣＮＴの設定 

ＪＰ１の１～４ 

 １：ＯＰＥＮ  ２：ＳＨＯＲＴ ３：ＳＨＯＲＴ ４：ＳＨＯＲＴ 

 ５：任意（設定では関係ありません） 

 ６：任意（設定では関係ありません） 

 

無線機接続用コネクタからの設定の場合はＪＰ２、ＣＮ－ＲＳ２３２への接続が必要です。 

ＪＰ２の設定（無線機との通信の形態と接続） 

   １－３：ＳＨＯＲＴ・・・（１－３をＳＨＯＲＴして、ほかはＯＰＥＮ） 

 

通信ハーネス（黄・青・黒）ケーブル 

ＣＮ－ＲＳ２３２を使用します（ＣＮ－ＴＴＬは使用しません） 

ＳＤ－ＣＮＴの電源投入 

起動しますと液晶上段に「ＡＰ Ｍｏｄｅ」もしくは「ＳＴ Ｍｏｄｅ」、下段に「ＷＬａｎＩｎｉｔ」と表示

された後に「Ｃｏｎｆｉｇ」「Ｖｅｒ３．７０」と表示されます。 

この状態でＳＤ－ＣＮＴは無線Ｌａｎ設定可能になります。 

起動時の「ＡＰ Ｍｏｄｅ」は無線Ｌａｎの設定がなされていない場合・過去にＡＰモードで設定された場合に

ＡＰモードで起動、過去にＳＴモードで設定されていた場合は「ＳＴ Ｍｏｄｅ」で起動します。 
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パソコン側の操作 

パソコン側でのアプリケーション起動と操作を説明します。 

ＳＤ－ＣＮＴがＡＰモードで起動した場合の無線接続 

パソコンでまず無線Ｌａｎ検索していただきＳＳＩＤが「ＥＳＰ＿＊＊＊＊＊＊」（＊＊＊＊＊＊は英文字 

および数字で構成される文字列）を接続先として接続してください。「ＥＳＰ＿」は「ＥＳＰ―」の場合も 

あります。 

パスワードはありません。 

 

     

 

ツールバーにあるネットワークのマークボタンをクリックして 

    「ネットワーク インターネットアクセス」を開きます。 

 

    「ＥＳＰ＊＊＊＊＊＊＊」をクリックして接続を実行します。 

 

 

 

 

    ＳＴモードで起動した場合は既存のＳＳＩＤに接続します。 

    この操作は不要です。 

    またＳＤ－ＣＮＴへ有線（ＲＳ２３２Ｃ）接続の場合も操作不要です。 

 

 

 

 

アプリケーション「ＷＬａｎ_Ｃｏｎｆｉｇ．ｅｘｅ」の起動 

ＣＤに含まれます「ＷＬａｎ＿Ｃｏｎｆｉｇ．ｅｘｅ」を適当な場所にコピーして起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＰモードでＳＤ－ＣＮＴが起動した場合はＩｐＡｄｄｒｅｓｓに「１９２．１６８．４．１」、ＰｏｒｔＮｏ

に「３３３」を設定します。ＳＴモードの場合は以前に設定されてＳＤ－ＣＮＴに割り付けられているＩｐＡｄ

ｄｒｅｓｓ・ＰｏｒｔＮｏを設定します。 

有線接続の場合は「ＣＯＭ Ｐｏｒｔ未接続」のＣｏｍＰｏｒｔに接続されたＣｏｍ番号を設定します。 
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ＳＤ－ＣＮＴへの接続 

無線Ｌａｎ接続の場合は「Ｌａｎ Ｐｏｒｔ未接続」のボタンをクリックします。また有線接続の場合は「ＣＯ

Ｍ Ｐｏｒｔ未接続」のボタンをクリックします。 

操作後ＳＤ－ＣＮＴと通信を開始して現在の情報が「設定項目」に表示されます。 

接続して情報が読み出せなかった場合等は、メッセージが出ます。 

メッセージＢＯＸを閉じると接続は閉じられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示項目の説明と設定操作 

＜Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｐａｓｓｗｏｒｄ＞ 

外部から制御する際のパスワードです。任意の文字列を設定してください。文字数は２８文字まで可能です。 

付属の制御サンプルプログラムはこの初期値の「ＹＯＲＯＺＵＫＯＳＩＲＡＥＹＡ」でプログラムされていま

す。 

＜無線Ｌａｎ Ｍｏｄｅ＞ 

ＳＤ－ＣＮＴの無線Ｌａｎの動作を設定します。０設定で無線Ｌａｎ無効、１設定でＡＰモード動作、２設定で

ＳＴモード動作になります。 

＜無線Ｌａｎ ＭＡＣ＞ 

ＳＤ－ＣＮＴの無線ＬａｎのＭＡＣアドレスが表示されます。 

以降はＳＴモード時に必要な情報です。 

＜無線Ｌａｎ ＩＰ ａｄｒ＞ 

ＳＤ－ＣＮＴに割り当てるネットワークのＩＰアドレスを設定します。 

＜無線Ｌａｎ Ｇａｔｅｗａｙ ａｄｒ＞ 

ネットワークのゲートウェイ（通常はルーター）のアドレスを設定します。 

＜無線Ｌａｎ Ｍａｓｋ＞ 

ネットワークのマスク値を設定します。 

＜無線Ｌａｎ ＳＳＩＤ＞ 

接続する無線ＬａｎのＳＳＩＤ名を設定します。 

＜無線Ｌａｎ Ｐａｓｓｗｏｒｄ＞ 

接続する無線Ｌａｎのパスワードを設定します。 

＜無線Ｌａｎ Ｐｏｒｔ＞ 

ＳＤ－ＣＮＴで使用するポート番号を設定します。（通常は 12345 でＯＫです） 

 

テキストＢＯＸを編集しましたら横の「更新」ボタンでＳＤ－ＣＮＴに書き込みます。 

個々の項目毎に「更新」は必要です。 

 

以上の設定が終わりましたら「＊＊＊接続中」になっているボタンをクリックし 

て切断後「ＷＬａｎ＿Ｃｏｎｆｉｇ」を終了します。 
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ＳＤ－ＣＮＴの電源ＯＦＦ（無線Ｌａｎの設定終了） 

ＳＤ－ＣＮＴの電源をＯＦＦしてＪＰ１、２を利用する機器に合わせて設定し再度起動します。もしＳＴモード

に設定してうまく無線Ｌａｎに接続できなかった場合は再度ＪＰ１をＣｏｎｆｉｇモードに設定してＳｔａｒｔ

のボタンを押しながら起動してください。強制的にＡＰモードで起動します。ＳＴモードでつながらなかった場

合はＷＬａｎ設定（Ｃｏｎｆｉｇ）も立ち上がりません・・エラーで停止します。このため強制的にＡＰモード

にします。正常にＳＳＩＤに接続できた場合はＣｏｎｆｉｇモードも接続したＳＳＩＤから行います。 

 

 

注：無線Ｌａｎでの操作で調整する場合はＬＡＮ経由での送信操作になりますので、総務省への届が必要になる

かと思われます。また、同一空間における複数の 2.4GHzＷＬａｎの存在下での接続は非常に不安定になります

のでご注意ください。 
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ユーザーコマンド動作で使用する場合の設定等 

ユーザーコマンドの書き込み・動作での説明です。 

ユーザーコマンド動作は八重洲、ケンウッドでのアスキーによるＣＡＴ通信、ＩＣＯＭのＣＩ－Ｖ通信でのみ使

用が可能です。 

八重洲無線の旧ＣＡＴ仕様（アスキー文字通信でないタイプ）は使用不可です。 

 

ユーザーコマンドを本機に設定するにはＷｉｎｄｏｗｓアプリケーションの「UserCmdtester.exe」から無線Ｌ

ＡＮ接続して設定する必要があります。 

ユーザーコマンドアプリケーション接続時のＳＤ－ＣＮＴの設定 

ＳＤ－ＣＮＴの設定（ＳＤ－ＣＮＴ経由でのテスト、ＳＤ－ＣＮＴへのユーザーコマンド書き込み） 

ＪＰ１の１～６ 

 １：ＯＰＥＮ  ２：ＯＰＥＮ  ３：ＳＨＯＲＴ ４：ＳＨＯＲＴ（八重洲・ケンウッドのＣＡＴ） 

 １：ＳＨＯＲＴ ２：ＯＰＥＮ  ３：ＳＨＯＲＴ ４：ＳＨＯＲＴ（ＩＣＯＭのＣＩ－Ｖ） 

 ５：任意（設定では関係ありません） 

 ６：任意（設定では関係ありません） 

ＳＤ－ＣＮＴの起動 

起動後は液晶に「Ｕ．Ｃ Ｓｅｔ」と表示されます。 

アプリケーションとの接続はＳＤ－ＣＮＴの無線Ｌａｎ設定が無効の場合はＡＰモードで起動されます。また無

線Ｌａｎ設定をされている場合はそのモードで起動します。 

ユーザーコマンドのテスト・設定（書き込み） 

設定の詳細は付属ＣＤ「UserCmdTester フォルダー」の説明を参照してください。 

 

注：ＳＤ－ＣＮＴから無線機をテストする場合 

ＩＣＯＭ機で無線機テストの場合、無線機ＣＩ－Ｖアドレスは初期値の２４Ｈにしてください。異なるアドレス

でテストの場合は先にジャンパーでＩＣ－７３００（参考）に設定、後述の無線Ｌａｎ設定で無線Ｌａｎを有効

にして「SD-CNT_Cont.exe」で接続後アドレスを変更（方法は後述）してから行ってください。 

ユーザーコマンド動作時のＳＤ－ＣＮＴの設定 

ＳＤ－ＣＮＴの設定 

ＪＰ１の１～６ 

 １：ＯＰＥＮ  ２：ＳＨＯＲＴ ３：ＯＰＥＮ  ４：ＳＨＯＲＴ（八重洲・ケンウッドのＣＡＴ） 

 １：ＳＨＯＲＴ ２：ＳＨＯＲＴ ３：ＯＰＥＮ  ４：ＳＨＯＲＴ（ＩＣＯＭのＣＩ－Ｖ） 

 ５：ＯＰＥＮ （ＳＤ－３３０の標準エレメント） 

 ５：ＳＨＯＲＴ（ＳＤ－３３０のオプションエレメント） 

 ６：ＯＰＥＮ （自動調整時上昇開始で送信） 

６：ＳＨＯＲＴ（自動調整時上昇開始後、記憶されているほぼ同調点の少し手前から送信） 

   （ＵＰチューニング、ＤＷチューニング時は開始と同時に送信開始です） 

 

チューニング出力の設定はユーザーコマンド内にて決定されます。 

ただしアプリケーション「SD-CNT_Cont.exe」での変更は可能です。 

 

ＪＰ２の設定（無線機との通信の形態による設定・内部ケーブル接続） 

１－３：ＳＨＯＲＴ   ・・・八重洲・ケンウッドの文字通信タイプ 

通信ハーネス（黄・青・黒）ケーブル・・・ＣＮ－ＲＳ２３２を使用します 

 ３－５：ＳＨＯＲＴ、４－６：ＳＨＯＲＴ ・・・ＩＣＯＭのＣＩ－Ｖ通信タイプ 

通信ハーネス（黄・青・黒）ケーブル・・・ＣＮ－ＴＴＬを使用します 
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出荷時の状態に戻す場合 

初期化する場合の設定操作説明です。 

ＳＤ－ＣＮＴの初期化 

ＳＤ－ＣＮＴに設定されたユーザーコマンド、タイマー動作の値、その他いろいろな設定を記憶しているＲＯＭ

を出荷時の状態に初期化する方補です。 

ＳＤ－ＣＮＴの設定 

ＪＰ１の１～６ 

 １：ＳＨＯＲＴ ２：ＳＨＯＲＴ ３：ＳＨＯＲＴ ４：ＳＨＯＲＴ 

 ５：任意（設定では関係ありません） 

 ６：任意（設定では関係ありません） 

ＳＤ－ＣＮＴの操作 

起動しますと液晶上段に「ＳＤ－ＣＮＴ」下段に「Ａｌｌ Ｉｎｉｔ」と表示されます。ＵＰボタンとＤＷボタ

ンの両方を押しますと下段が「Ｉｎｉｔ ＊＊＊」（＊＊＊は数字）と表示され順に数値が変化して完了で「Ｉ

ｎｉｔ ＥＮＤ」と表示されます。この状態で初期化は完了しましたので電源をＯＦＦして、ＪＰの設定を戻し

てください。 
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操作説明 

ＳＤ－ＣＮＴの操作 

通常運用でのチューニング操作説明です。 

無線機とＣＡＴ・ＣＩ－Ｖで通信している場合 

動作確認済みの無線機、類似する無線機、ユーザーコマンド動作で設定された無線機でのＳＤ－ＣＮＴでの操作

説明です。 

電源の投入 

電源が入力されますとＵＰ（緑）とＤＷ（赤）が点滅して、無線Ｌａｎが有効に設定されている場合は上段に

「ＡＰ＿ｍｏｄｅ」もしくは「ＳＴ＿ｍｏｄｅ」、下段に「ＷＬａｎＩｎｉｔ」と表示されＷＬａｎ初期化（無

線Ｌａｎチップ設定とＳＳＩＤへの接続等が実行されます。終わりますと下記の無線Ｌａｎ無効の場合と同様に

表示がなされます。また無線Ｌａｎの初期化に失敗しますと上段にエラー情報が表示されＬＥＤが高速で点滅し

ます。Ｃｏｎｆｉｇモードにし無線Ｌａｎ設定を確認してください。すでにＳＴモードに設定されていて失敗す

る場合はＵＰ・ＤＷボタン両方を押しながら電源投入すると強制的にＡＰモードでＣｏｎｆｉｇを起動します。

無線Ｌａｎ無効の場合はＵＰ（緑）とＤＷ（赤）が消灯、上段に「ＳＤ－ＣＮＴ＊＊」下段に「Ｖｅｒ□□□

□」が表示されます。＊＊の部分には現在のジャンパー設定が０～Ｆの１６進数２桁で表示されます。Ｖｅｒは

ファームウェアーのバージョンになります。 

キャリア送信操作 

① ＵＰもしくはＤＷのボタンをダブルクリックの要領で押します。 

② 無線機のモードをＲＴＴＹに切り替え出力を５Ｗに変更して送信状態になります。 

下段には「Ｍａｎｕ Ｔｘ」と送信状態にあることが表示されます。 

この送信状態のまま、下記の手動上昇・下降が実行可能です。 

③ 受信に戻すにはＵＰもしくはＤＷのボタンを押しますと受信に切り替えて元の送出力、モードに切り替えま

す。手動上昇・下降が実行されている場合は最初のボタン操作で上昇・下降が停止され、さらなるボタン操

作で受信に戻ります。 

④ 送信状態は概ね３０秒ほどで受信に変わります。このためこの送信中での手動上昇・下降での調整はこの時

間内に収まる寸動レベルの調整に適します。 

手動上昇操作 

① ＵＰボタンを押してＵＰ（緑）ＬＥＤが点灯したら離します。 

② 下段に「Ｍａｎｕ Ｕｐ」と表示されＬＥＤが点灯して上昇が開始されます。 

③ ＵＰもしくはＤＷのボタンを押しますとＬＥＤは消灯して上昇は停止します。 

このとき下段には「Ｍｏｖ ＵｐＥ」と表示されます。 

④ もし開始してそのままにしておくと一定時間で上端に達したと判断して（上端の検出ができないので開始し

てからの時間です）自動的に停止します。 

この時は下段に「Ｍｏｖ ＵｐＬ」と表示されます。 

手動下降操作 

① ＤＷボタンを押してＤＷ（赤）ＬＥＤが点灯したら離します。 

② 下段に「Ｍａｎｕ Ｄｗ」と表示されＬＥＤが点灯して下降が開始されます。 

③ ＵＰもしくはＤＷのボタンを押しますとＬＥＤは消灯して下降は停止します。 

このとき下段には「Ｍｏｖ ＤｗＥ」と表示されます。 

④ もし開始してそのままにしておくと下端検出で自動的に停止します。 

この時は下段に「Ｍｏｖ ＤｗＬ」と表示されます。 
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上昇調整操作（現在のエレメントより低い周波数での調整です） 

① ＵＰボタンを押してＵＰ（緑）ＬＥＤが点灯から点滅に変化したら離します。 

② 下段に「Ａｕｔｏ Ｕｐ」と表示されＬＥＤが点滅してＲＴＴＹ、出力５Ｗに変更して送信開始して上昇を

始めます。 

③ 送信の開始で下段には「Ｔｕ．Ｒ＊＊＊＊」（＊＊＊＊は無線機から送られてくるＳＷＲ値）を表示しま

す。（値は無線機によって違います） 

④ エレメントが上昇することでＳＷＲ値が下がり出し内部設定されているＳＷＲのＬｏｗ値以下になるとＬＥ

Ｄは高速で点滅し始め、内部設定のＯＫ値に達して安定すると停止、若しくはいったんＳＷＲ値が下降して

上昇に転じた時点でこの時点での最小値を記憶し、エレメント上昇を下降に変更して記憶した値で停止、元

のモード、出力に戻してＬＥＤ消灯します。下段にはこの時の調整開始時に読み取った周波数が「ｆ＝＊

＊．＊＊＊」（Ｍｈｚ小数点３桁）で表示されます。内部設定のＳＷＲＬｏｗ値、ＯＫ値は外部ＰＣからの

無線Ｌａｎ制御デモプログラム（プロジェクト付属）でユーザー設定として変更することが可能です。 

⑤ 途中動作をキャンセルする場合はＵＰもしくはＤＷのボタンを押すことで動作を中断して元のモード、出力

に戻してＬＥＤ消灯で終了します。この時下段には「ＴＵＮＥ Ｃａｎ」と中止されたことを表示します。 

⑥ また上端まで移動してしまうとキャンセルと同様にモード・出力を元に戻して停止します。このとき下段に

は「ＴＵＮＥ ＵｐＥ」と表示されます。 

上昇調整操作（現在のエレメントより低い周波数での調整です） 

① ＤＷボタンを押してＤＷ（赤）ＬＥＤが点灯から点滅に変化したら離します。 

② 下段に「Ａｕｔｏ Ｄｗ」と表示されＬＥＤが点滅してＲＴＴＹ、出力５Ｗに変更して送信開始して下降を

始めます。 

③ 送信の開始で下段には「Ｔｕ．Ｒ＊＊＊＊」（＊＊＊＊は無線機から送られてくるＳＷＲ値）を表示しま

す。（値は無線機によって違います） 

④ エレメントが下降することでＳＷＲ値が下がり出し内部設定されているＳＷＲのＬｏｗ値以下になるとＬＥ

Ｄは高速で点滅し始め、内部設定のＯＫ値に達して安定すると停止、若しくはいったんＳＷＲ値が下降して

上昇に転じた時点でこの時点での最小値を記憶し、エレメント下降を上昇に変更して記憶した値で停止、元

のモード、出力に戻してＬＥＤ消灯します。下段にはこの時の調整開始時に読み取った周波数が「ｆ＝＊

＊．＊＊＊」（Ｍｈｚ小数点３桁）で表示されます。内部設定のＳＷＲＬｏｗ値、ＯＫ値は外部ＰＣからの

無線Ｌａｎ制御デモプログラム（プロジェクト付属）でユーザー設定として変更することが可能です。 

⑤ 途中動作をキャンセルする場合はＵＰもしくはＤＷのボタンを押すことで動作を中断して元のモード、出力

に戻してＬＥＤ消灯で終了します。この時下段には「ＴＵＮＥ Ｃａｎ」と中止されたことを表示します。 

⑥ また下端まで移動してしまうとキャンセルと同様にモード・出力を元に戻して停止します。このとき下段に

は「ＴＵＮＥ ＤｗＥ」と表示されます。 

 

自動調整操作 

現在のエレメント位置での調整済み周波数が確定している場合は周波数が変わっていたら上昇もしくは下降調整

を実行、不明の場合もしくは同じ周波数の場合（再調整する意味で）は下端からの調整を実行します。 

① ＵＰボタンを押してＵＰ（緑）ＬＥＤが点灯から点滅、さらに高速点滅に変化したら離します。 

② 下段に「Ａｕｔｏ Ｔｕ」もしくは「Ａｕｔｏ Ｕｐ」、「Ａｕｔｏ Ｄｗ」と表示されＬＥＤが点滅してＲ

ＴＴＹ、出力５Ｗに変更して送信開始して移動を始めます。（状況は調整周波数の履歴によります） 

「Ａｕｔｏ Ｔｕ」でいったん下降端に移動する場合は、上昇に転じてからの送信になります。（送信まで 

はＲＴＴＹモードで受信しています） 

③ 送信の開始で下段には「Ｔｕ．Ｒ＊＊＊＊」（＊＊＊＊は無線機から送られてくるＳＷＲ値）を表示しま

す。（値は無線機によって違います） 

④ エレメントが移動することでＳＷＲ値が下がり出すと内部設定されているＳＷＲのＬｏｗ値以下になるとＬ

ＥＤは高速で点滅し始め、内部設定のＯＫ値に達して安定すると停止、若しくはいったんＳＷＲ値が下降し

て上昇に転じた時点でこの時点での最小値を記憶し、エレメント移動を反転して記憶した値で停止、元のモ

ード、出力に戻してＬＥＤ消灯します。下段にはこの時の調整開始時に読み取った周波数が「ｆ＝＊＊．＊

＊＊」（Ｍｈｚ小数点３桁）で表示されます。内部設定のＳＷＲＬｏｗ値、ＯＫ値は外部ＰＣからの無線Ｌ

ａｎ制御デモプログラム（プロジェクト付属）でユーザー設定として変更することが可能です。 
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⑤ 途中動作をキャンセルする場合はＵＰもしくはＤＷのボタンを押すことで動作を中断して元のモード、出力

に戻してＬＥＤ消灯で終了します。この時下段には「ＴＵＮＥ Ｃａｎ」と中止されたことを表示します。 

⑥ また上端・下端まで移動してしまうとキャンセルと同様にモード・出力を元に戻して停止します。このとき

下段には「ＴＵＮＥ ＵｐＬ」、「ＴＵＮＥ ＤｗＬ」と表示されます。 

下端自動調整操作（いったん下端に移動してから上昇で調整します） 

① ＤＷボタンを押してＤＷ（赤）ＬＥＤが点灯から点滅、さらに高速点滅に変化したら離します。 

② 下段に「Ａｕｔｏ Ｔｕ」と表示されＬＥＤが点滅してＲＴＴＹ、出力５Ｗに変更して受信のまま下降を始

めます。「Ａｕｔｏ Ｔｕ」でいったん下降端に移動する場合は、上昇に転じてからの送信になります。（送

信まではＲＴＴＹモードで受信しています） 

③ 下端に達すると上昇に転じて送信を開始、下段には「Ｔｕ．Ｒ＊＊＊＊」（＊＊＊＊は無線機から送られて

くるＳＷＲ値）を表示します。（値は無線機によって違います） 

④ エレメントが上昇することでＳＷＲ値が下がり出し内部設定されているＳＷＲのＬｏｗ値以下になるとＬＥ

Ｄは高速で点滅し始め、内部設定のＯＫ値に達して安定すると停止、若しくはいったんＳＷＲ値が下降して

上昇に転じた時点でこの時点での最小値を記憶し、エレメント上昇を下降に変更して記憶した値で停止、元

のモード、出力に戻してＬＥＤ消灯します。下段にはこの時の調整開始時に読み取った周波数が「ｆ＝＊

＊．＊＊＊」（Ｍｈｚ小数点３桁）で表示されます。内部設定のＳＷＲＬｏｗ値、ＯＫ値は外部ＰＣからの

ＷＬａｎ制御デモプログラム（プロジェクト付属）でユーザー設定として変更することが可能です。 

⑤ 途中動作をキャンセルする場合はＵＰもしくはＤＷのボタンを押すことで動作を中断して元のモード、出力

に戻してＬＥＤ消灯で終了します。この時下段には「ＴＵＮＥ Ｃａｎ」と中止されたことを表示します。 

⑥ また上端まで移動してしまうとキャンセルと同様にモード・出力を元に戻して停止します。このとき下段に

は「ＴＵＮＥ ＵｐＬ」と表示されます。 

 

＜ＳＷＲの状態でうまく停止できない場合は＞ 

調整終了の条件でＳＷＲがＯＫ値以下でなくてもＬＯＷ値以下であれば、ある程度下降した位置から上昇に転じ

た位置で、その最小値を記憶し反転して再度その値を探して終了します。見つからなかった場合は再度跳ね返っ

たところで終了します。それでも停止点をうまく捉えられなかった場合はＬＯＷ値を超えた位置で終了します。

このため移動中におきまして正当な同調点以外でのＳＷＲが下がる位置でも終了する場合があります。アンテナ

の設置におきましてこのような同調点以外でのＳＷＲ低下点がある場合は次のＬＯＷ値をユーザー値で設定して

いただく等の状況が発生する場合があります。 

 

また下降調整（自動調整での下降動作も含む）でうまくいかない場合は「下端移動調整操作」で実行するとうま

く調整できる場合があります。それでもうまく調整できない場合は手動での調整で追い込んでください。 

（本機はあくまでも無線機からのＳＷＲ値が下がった位置に調整するもので、同調点に調整する装置ではないこ

とをご了承ください） 

 

さらにはＩＣ－７０５との Bluetooth での通信におきましては、通常のワイヤー接続での通信より通信回数が少

なく（応答が遅くなる）なりますので、ワイヤー接続の通信よりうまく停止点を捕まえられない状況が多く発生

します。Ver3.30～におきまして SD-330、ATAS-100 での状況でそれなりに停止出来る様に各設定値を修正してい

ますが、IC-705 での Bluetooth による通信の場合はお客様において SWR の Low 値を 100～120 程度、OK 値を 40

程度の変更していただく必要があります（当方環境ではこの値でそれなりに終了しています）。 
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ＳＷＲ判定のＬｏｗ値・Ｏｋ値 

ＳＷＲユーザー設定のＬｏｗ値、Ｏｋ値はＡＰモードもしくはＳＴモードでの外部制御サンプルプログラム「Ｓ

Ｄ－ＣＮＴ＿Ｃｏｎｔ．ｅｘｅ」で書込設定が可能です。変更方法は「ＳＤ－ＣＮＴ＿Ｃｏｎｔ．ｅｘｅ」の説

明を参照してください。 

ユーザー設定のＳＷＲＬｏｗ値、ＯＫ値を設定することでコントロール動作の状態を変えることができます。コ

ントローラーの既定値は下記の通りです。概定値は当方の環境でそれなりにベストと思われる値を決定していま

すので個々の環境では変わる場合があります。 

 

ＳＷＲＬｏｗ値   ＳＷＲＯｋ値 

ＦＴ－９９１／ＦＴ－７１０ ＞ １００       ３０ 

ＦＴ－８１７        ＞ ３         ０ 

ＦＴ－８５７        ＞ ３         ０ 

ＩＣ－７３００（ＩＣＯＭ） ＞ 8０         4０ 

ＴＳ－４８０        ＞ ５         ２ 

ＴＳ－５９０        ＞ １５        ７ 

 

調整完了で停止する条件は無線機からのＳＷＲ値がＬｏｗ値以下であってＯｋ値で安定になった場合、もしくは

Ｏｋ値より大きくてもいったんＬｏｗ値以下に下がってその後上昇に転じたときはエレメント移動を反転して記

憶されている最低値で完了停止します。 

 

 

無線機の通信（ＣＡＴ・ＣＩ－Ｖ）がなくタイマー動作としての場合 

電源の投入 

電源が入力されますとＵＰ（緑）とＤＷ（赤）のＬＥＤが点滅して、無線Ｌａｎが有効に設定されている場合は

上段に「ＡＰ＿ｍｏｄｅ」もしくは「ＳＴ＿ｍｏｄｅ」、下段に「ＷＬａｎＩＮＩＴ」と表示され無線Ｌａｎ初

期化（ＷＬａｎチップ設定とＳＳＩＤへの接続等が実行されます。終わりますと下記の無線Ｌａｎ無効の場合と

同様に表示がなされます。また無線Ｌａｎの初期化に失敗しますと上段にエラー情報が表示されＬＥＤが高速で

点滅します。Ｃｏｎｆｉｇモードにして無線Ｌａｎ設定を確認してください。すでにＳＴモードに設定されてい

て失敗する場合はＵＰ・ＤＷボタン両方を押しながら電源投入で強制的にＡＰモードでＣｏｎｆｉｇを起動しま

す。無線Ｌａｎ無効の場合は上段に「ＳＤ－ＣＮＴ＊＊」下段に「Ｖｅｒ□□□□」が表示されます。＊＊の部

分には現在のＪＰ１設定が０～Ｆの１６進数２桁で表示されます。またＶｅｒはファームウェアーのバージョン

になります。 

手動上昇操作 

① ＵＰボタンを押してＵＰ（緑）ＬＥＤが点灯したら離します。 

② 下段に「Ｍａｎｕ Ｕｐ」と表示されＬＥＤが点灯して上昇が開始されます。 

③ ＵＰもしくはＤＷのボタンを押しますとＬＥＤは消灯して上昇は停止します。 

このとき下段には「Ｍｏｖ ＵｐＥ」と表示されます。 

④ もし開始してそのままにしておくと一定時間で上端に達したと判断して（上端の検出ができないので開始し

てからの時間です）自動的に停止します。 

この時は下段に「Ｍｏｖ ＵｐＬ」と表示されます。 

手動下降操作 

① ＤＷボタンを押してＤＷ（赤）ＬＥＤが点灯したら離します。 

② 下段に「Ｍａｎｕ Ｄｗ」と表示されＬＥＤが点灯して下降が開始されます。 

③ ＵＰもしくはＤＷのボタンを押しますとＬＥＤは消灯して下降は停止します。 

このとき下段には「Ｍｏｖ ＤｗＥ」と表示されます。 

④ もし開始してそのままにしておくと下端検出で自動的に停止します。 

この時は下段に「Ｍｏｖ ＤｗＬ」と表示されます。 
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バンド選択操作 

① ＤＷボタンを押し続けますとＤＷ（赤）のＬＥＤが点灯し、その後点滅から高速点滅に変わりますと下段に

「Ｂａｎｄ：＊＊＊」と表示され＊＊＊は標準エレメント設定で「３．５＞３．８＞７＞１０＞１４＞１８

＞２１＞２４＞２８＞２９」、７～５０Ｍｈｚ交換エレメントの場合は「７＞１０＞１４＞１８＞２１＞２

４＞２８＞２９＞５０＞５１」と順に１秒毎にバンド値が変わって表示されます。 

② 希望のバンドが表示された時点でボタンを放しますとＬＥＤが消灯して上段の右端に設定バンドが表示され

ます（３．５と３．８は文字数都合で３５、３８です）。この操作で自動移動した場合の下端からのタイマ

ー値が決定されます。 

③ この値はあとに述べますタイマー値設定操作で任意のユーザー値に変更することも可能です。ただ、その際

にバンド値に関しましては設定された値の周波数と表示されるバンド値が異なることをご了承ください。

３．８Ｍｈｚのバンド設定で１０Ｍｈｚでのタイマー値を設定した場合は１０Ｍｈｚは３．８のバンド表示

に設定されているという意味になります。 

④ このバンド毎の設定タイマー値はエレメント毎の設定を持っています。このためＪＰ１での設定で参照する

タイマー値テーブルが変わることをご理解お願いします。各バンドにおけるタイマー値の初期値は下記の通

りです。この値は私どものテストで設置したＳＤ－３３０での値です。アンテナの設置環境、カウンターポ

イズ等により多少変化しますのでご使用の設置状況に合わせて設定いただくのがいいと思われます。 

 

標準エレメント    交換エレメント（７～５０Ｍｈｚ） 

3.5  ＞ ７４５（＊０．１秒）  ７  ＞ ３１０（＊０．１秒） 

3.8  ＞ ６６７（＊０．１秒）  １０ ＞ １８９（＊０．１秒） 

７  ＞ ２４６（＊０．１秒）  １４ ＞ １２０（＊０．１秒） 

１０ ＞ １５７（＊０．１秒）  １８ ＞  ８６（＊０．１秒） 

１４ ＞  ９９（＊０．１秒）  ２１ ＞  ７１（＊０．１秒） 

１８ ＞  ７０（＊０．１秒）  ２４ ＞  ５５（＊０．１秒） 

２１ ＞  ５５（＊０．１秒）  ２８ ＞  ４６（＊０．１秒） 

２４ ＞  ４１（＊０．１秒）  ２９ ＞  ４３（＊０．１秒） 

２８ ＞  ３７（＊０．１秒）  ５０ ＞  １３（＊０．１秒） 

２９ ＞  ３１（＊０．１秒）  ５１ ＞  １１（＊０．１秒） 

自動移動操作 

① ＵＰボタンを押してＵＰ（緑）ＬＥＤが点灯から点滅に変わったら離します。 

② 下段に「Ｔｉｍｅ Ｍｖ」と表示されＤＷ（赤）ＬＥＤが点滅して下端への移動が開始されます。 

③ 下端に達しますとＤＷ（赤）ＬＥＤの点滅は消灯してＵＰ（緑）ＬＥＤが点滅を始め上昇を開始します。下

段には「Ｔｍ．Ｔ＊＊＊＊」（＊＊＊＊は下端からのタイマー値）を表示します。 

④ カウントされていますタイマー値が設定の値になった時点でＵＰ（緑）ＬＥＤは消灯し上昇を停止して表示

が「Ｔｍ．Ｅ＊＊＊＊」となり動作を完了します。この後無線機を送信状態にして手動上昇・下降で微調整

します。 

⑤ この時設定等で上端に達してしまった場合は「ＭＯＶＥ ＵｐＬ」と表示して停止します。 

⑥ 中止した場合はＤＷボタンを押すことで動作キャンセルされ下段には「ＭＯＶＥ Ｃａｎ」と表示して停止

します。 
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タイマー値設定操作 

① ＵＰボタンを押してＵＰ（緑）ＬＥＤが点灯から点滅さらに高速衣点滅に変わったら離します。 

② 下段に「Ｔｉｍｅ Ｓｔ」と表示されＤＷ（赤）ＬＥＤが点滅して下端への移動が開始されます。 

③ 下端に達しますとＤＷ（赤）ＬＥＤの点滅は消灯してＵＰ（緑）ＬＥＤが点滅を始め上昇を開始します。下

段には「Ｔｓ．Ｔ＊＊＊＊」（＊＊＊＊は下端からのタイマー値）を表示します。この上昇に転じた時点で

無線機送信状態にして SWR を確認しながら下がった時点で④の設定操作を実行します。 

④ 設定したいエレメント位置でＵＰボタンを押すとＬＥＤは消灯して動作停止し、そのバンドには押した時点

でのタイマーカウント値が設定記憶されます。 

⑤ この時設定等で上端に達してしまった場合は「ＭＯＶＥ ＵｐＬ」と表示して停止します。 

⑥ 中止したい場合はＤＷボタンを押すことで動作キャンセルされ下段には「ＭＯＶＥ Ｃａｎ」と表示して停

止します。下降中はＵＰボタンでも中止します。 

 

ＡＴＡＳ－Ａｄｐを利用される場合はタイマー値を新たに設定していただく必要があります。（ＳＤ－３３０の

標準エレメント設定、オプションエレメント設定） 

その他の注意事項 

＞＞あまり頻度多く上端での停止を繰り返されますとＳＤ－３３０の上端クラッチ機構に無理をかける状況があ

ります。（上下動作させるネジが上端で切れていて、ここにかかるナットが下降時に目地山にかまなくな

る）このためあまり頻度多くの上端検出（上昇開始からの時限停止）はこのネジ山を痛める可能性がありま

すので、おすすめできません。できる限り調整はいったん下端に移動してからの方法で動作させることをお

すすめします。 

 

＞＞無線機モードにおけるスプリット運用状態でのチューニングにおける周波数表示は対応していません。メイ

ンで表示されます受信周波数が読み出されます 

 

＞＞チューニング中にＳＷＲが高い場合等で高周波の回り込みによって装置が誤動作を起こす可能性もありま

す。誤動作と思われる状況が発生した場合は次のページにも記載していますように速やかにマイク等のＰＴ

Ｔ操作で受信にもどしていただくか、すべての電源をＯＦＦしていただきます様にお願いいたします。 

 

＞＞ジャンパー６における送信遅延機能もＡＴＡＳ－Ａｄｐご利用の場合は新たにＡＴＡＳアンテナでのタイマ

ー値設定が必要です。 
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エレメント調整時に発生するエラー等 

下記表示のエラーが発生する場合があります。エラーが発生した場合は無線機・ＳＤ－ＣＮＴの通信ケーブル・

接続の確認、無線機の設定等を確認してください。 

Ｃ．Ｓ Ｅｒｒ 

無線機の状態を読出・変更通信をした際その通信で異常が発生した場合に動作を中止して表示します。スプリッ

ト運用等で動作できない場合もこの表示になります。 

Ｃ．Ｔ Ｅｒｒ 

無線機に送信実行コマンドを送出した際その通信で異常が発生した場合に動作を中止して表示します。 

Ａ．Ｓ Ｅｒｒ 

ＡＨ－４のＫＥＹ信号がＯＦＦにならない場合に動作を中止して表示します。 

Ｃ．Ｒ Ｅｒｒ 

無線機に送信停止コマンド通信を送出した際その通信で異常が発生した場合に動作を中止して表示します。 

Ｃ．Ｗ Ｅｒｒ 

無線機のモード等を元に戻す通信をした際その通信で異常が発生した場合に動作を中止して表示します。 

Ｃ．Ｆ Ｅｒｒ 

周波数を無線機から読出す通信をした際その通信で異常が発生した場合に動作を中止して表示します。 

Ｃ．Ｍ Ｅｒｒ 

無線機からＳＷＲを読出す通信をした際その通信で異常が発生した場合に動作を中止して表示します 

 

上記エラー発生等で無線機の送信状態が受信に戻っていない等の場合は速やかにマイク等のＰＴＴ操作で受信に

もどしていただくか、すべての電源をＯＦＦしていただきます様にお願いいたします。高周波による暴走等で表

示も正常にならない場合等が発生しない保証はありませんので通常の調整時間（概ね３０秒以上）を超えて送信

状態が継続されている等の場合も異常時の上記操作をお願いいたします。 

また、周波数がオフバンドしている等で無線機が送信できない場合等にも発生する事があります。 

 

通信エラーに関しまして、Bluetooth 接続の場合 2.4MHz 帯の混雑状況、接続状態で通信が遅延する場合があり

ます。プログラム上は 2 秒のタイムアウトを設定していますが、さらに大きな値が必要な場合はユーザーコマ

ンドでの運用をお願いいたします。また、通信の遅延が大きくなった場合 SWR 値の取得間隔も長くなりますの

で、調整完了のタイミングが遅くなる場合もあります。 

 

調整中におけるイレギュラー操作（マイクＰＴＴ等操作した場合等）はいろいろな状況が発生して、エラー発生

や途中終了等の状況になりますので、実行中は必ずＴＣ－ＡＨ４に制御を委ねて完了までお待ちいただきますよ

うお願いします。ただ、明らかにＳＤ－ＣＮＴが誤動作を起こしている場合は速やかに電源をＯＦＦする等の処

置をお願いします。 
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その他の機能 

外部からのコマンド制御 

ＳＤ－ＣＮＴは無線Ｌａｎを通じて外部からコントロールすることができます。 

参考には付属の「ＳＤ－ＣＮＴ＿Ｃｏｎｔ」のプロジェクト（ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ２０１７で記述）が参

考になるかもしれません。無線Ｌａｎで接続後まずパスワードを送ってコントロールを有効にします。外部から

「#PASSYOROZUKOSIRAEYA」（操作パスワード初期値の場合）を送信すると正常にパスワードが一致していれば

「＠PASSOK」が応答され、その後の操作が可能になります。またパスワードが違っている場合は「＠PASSNG」が

応答され操作することはできません。コマンドは「＃」で始まり、応答は「＠」で始まります。 

定義されているコマンド 

パスワード送信 

#PASS*…* > @PASSOK,@PASSNG,@PASSER 

ＯＫ：パスワード一致 ＮＧ：パスワード不一致 

ＥＲ：パスワード設定エラー（正当な文字列で設定されていない） 

この場合は再度Ｃｏｎｆｉｇで設定してください。 

動作ステータス要求 

#STATE ＞ @STATE********  ＊＊＊＊＊＊＊＊は数値で報告されます。 

先頭数値＞キャリア送信状況（０～１） ０：待機中、  １：送信実行中 

 ２番目 ＞動作状況（０～９）  ０：待機中   １：手動上昇 

      ２：手動下降  ３：上昇調整中 

      ４：下降調整中 ５：自動調整中 

      ６：下端移動調整 

      ７：タイマー動作バンド変更中 

      ８：タイマー動作自動移動実行中 

      ９：タイマー動作値設定中 

 ３番目 ＞ＵＰ（緑）ＬＥＤ情報（０～３） ０：消灯 １：点灯 

      ２：点滅 ３；高速点滅 

 ４番目 ＞ＤＷ（赤）ＬＥＤ情報（０～３） ０：消灯 １：点灯 

      ２：点滅 ３；高速点滅 

 ５番目 ＞ＳＷＲ値、タイマー値（４桁） 

ファームＶＥＲ要求 

#VER ＞ @Ver****  ＊＊＊＊はＶｅｒ番号値 

設定デバイス情報読出 

#UNIT > @UNIT*******  ＪＰ１で設定されている無線機名を返します 

 ＊＊＊＊は設定されている無線機タイプ＋エレメント(L,S)＋CI-V アドレス（ICOM 時） 

無線機名は「FT991/710,FT817,FT857,ICOM,TS480,TS590,USRCMD,NORIG」 

     （USRCMD・・・ユーザーコマンドです） 

ＣＩ－Ｖアドレス読出 

#CIVADD > @CIVADD****  ＊＊＊＊は設定されている CI-V アドレス（１６進数） 

 CI-V アドレスは 4 文字で最初 2 文字が無線機アドレス、残り 2 文字が TC-AH4 アドレス 

ＣＩ－Ｖアドレス書込 

#CIVADD**** > @CIVADD**** ＊＊＊＊は設定する CI-V アドレス（１６進数） 

 CI-V アドレスは 4 文字で最初 2 文字が無線機、残り 2 文字が TC-AH4 
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ユーザー設定ＳＷＲｌｏｗ値読出 

#USERLOW > @USERLOW####  設定されているＳＷＲｌｏｗ値を返します 

０の場合もしくはユーザーＬＯＷがユーザーＯＫより大きいか等しい場合、ユーザー設定は無効です。 

ユーザー設定ＳＷＲｌｏｗ値書込 

#USERLOW#### > @USERLOW#### ０～４０９５のＳＷＲｌｏｗ値の設定で書き込んだ値を返します 

０の場合もしくはユーザーＬＯＷがユーザーＯＫより大きいか等しい場合、ユーザー設定は無効です。 

ユーザー設定ＳＷＲｏｋ値読出 

#USEROK > @USEROK####  設定されているＳＷＲｏｋ値を返します 

ユーザーＬＯＷよりユーザーＯＫより大きいか等しい場合、ユーザー設定は無効です。 

ユーザー設定ＳＷＲｏｋ値書込 

#USERLOW#### > @USERLOW#### ０～４０９５のＳＷＲｏｋ値の設定で書き込んだ値を返します 

ユーザーＬＯＷよりユーザーＯＫより大きいか等しい場合、ユーザー設定は無効です。 

キャリア送信実行 

#MANUTX > @MANNTX  キャリア送信実行開始します。 

 開始もしくはエラー情報等を返します。 

キャリア送信解除（受信に移行） 

#MANURX > @MANURX  キャリア送信実行解除します。 

 開始もしくはエラー情報等を返します。 

手動上昇実行 

#MANUUP > @MANUUP  手動上昇を実行開始します。停止は下記の「ＣＡＮ」コマンドで実行。 

 開始もしくはエラー情報等を返します。 

手動下降実行 

#MANURX > @MANURX  手動下降を実行開始します。中止は下記の「ＣＡＮ」コマンドで実行。 

 開始もしくはエラー情報等を返します。 

自動上昇調整実行 

#AUTOUP > @AUTOUP, @f=**.***, @***Err 

自動上昇調整実行開始します。中止は下記の「ＣＡＮ」コマンドで実行。 

 開始もしくはエラー情報等を返します。 

自動下降調整実行 

#AUTODW > @AUTODW, @f=**.***, @***Err 

自動下降調整実行開始します。中止は下記の「ＣＡＮ」コマンドで実行。 

 開始もしくはエラー情報等を返します。 

自動調整実行 

#AUTOUD > @AUTOUD, @f=**.***, @***Err 

自動調整実行開始します。中止は下記の「ＣＡＮ」コマンドで実行。 

 実行後実行完了もしくはエラー情報等を返します。 

 調整完了後にはその結果（周波数もしくはエラー）を返します。 
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タイマー値読出 

#TIMEBT > @TIMEBT*####  ＊はバンド番号（０～９）・現在のエレメントに対するバンドインデックス 

（０～９：３．５～２９の１０バンド、７～５１の１０バンド） 

 ＃＃＃＃は設定されている値（０～２０００） 

タイマー値書込 

#TIMEBT*#### > @TIMEBT*#### ＊はバンド番号（０～９）・現在のエレメントに対するバンドインデックス 

（０～９：３．５～２９の１０バンド、７～５１の１０バンド） 

 ＃＃＃＃は設定されている値（０～２０００） 

 設定値に対して応答は書き込んだ値を返します 

タイマー値設定実行 

#TIMETS > @TIMETS   

タイマー値設定実行開始します。中止は下記「ＣＡＮ」コマンドで実行。 

 ＃＃＃＃は設定されている値（０～２０００） 

タイマー値設定確定 

#TIMETW > @TIMETW   

上記のタイマー値設定で値を確定して停止する要求です。 

実行後実行完了もしくはエラー情報等を返します。 

設定完了後にはその結果（タイマー値もしくはエラー）を返します。 

停止・中止要求 

#CAN > @CAN   

上記各種実行を停止もしくは中止を要求します。 

実行後実行完了を返します。 

サンプルアプリケーションに関して 

ＳＤ－ＣＮＴ＿Ｃｏｎｔ．ｅｘｅのサンプルアプリケーションはマイクロソフト社のＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉ 

Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ２０１７（無償版）でコンパイル可能です。また実行に際してはＮｅｔＦｒａｍｅｗｏｋ 

４．６１を必要とします。個々のアプリケーションはパソコンにＮｅｔＦｒａｍｅｗｏｒｋ４．６１がインス 

トールされている状態で添付ＤＶＤにあるＳＤ－ＣＮＴ＿Ｃｏｎｔ．ｅｘｅを適当なフォルダーにコピーして 

実行してください。 

 
  サンプルアプリケーションにおけるプログラムコード等のお問い合わせは申し訳ありませんが「サンプル」

と言うことでご容赦お願いします。 

 まだまだ未完成なコードではありますが、これをベースに新たなアプリケーション作成への参考になれば幸

いです。 
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サンプルアプリケーションの操作説明＜ＳＤ－ＣＮＴ＿Ｃｏｎｔ．ｅｘｅ＞ 

ＳＤ－ＣＮＴへの接続 

      

     「起動時自動接続」をチェックしておきますと、アプリケ 

ーション起動時に自動で接続します。 

      

 

      起動時は無線ＬａｎＡＰモードのアドレス・ポート番号が 

設定されています。ＳＴモードで設定されていましたら、 

そのアドレス・ポート番号に変更してください。 

また操作パスワードは初期値[YOROZUKOSIRAEYA］になっ 

ています 

 

      ＩＰアドレス、ポート番号、パスワードは終了時にレジス 

トリーに記憶されます。 

 

                     「ポート未接続」のボタンを押すことで「接続中[COM*]」 

と表示され、接続されますと「接続中.[***.***.***.***]」 

の表示に変わります。 

      接続できなかった旨のメッセージボックスが表示されます。 

 

ＳＤ－ＣＮＴ操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     失敗したときのメッセージ 

 

     下部の「ICOM CI-V Add」ボタンは ICOM 無線機対象時のみ 

表示されます。また、「調整出力設定」ボタンは可能な無線機 

対象時のみ表示されます。 

 

 

 

 

中央部の「ＲｉｇＭｏｄｅ」部分はユーザー設定のＳＷＲｌｏｗ値、ｏｋ値、送信の遅延時間（ＪＰ１の６：

SHORT にした場合の「上昇開始後タイマー動作での位置手前１０秒から送信開始」機能での１０秒値を０～１０

秒の範囲で変更）が設定できます。設定したい値をテキストＢｏｘに設定して左側の個々のボタンを左マウスボ

タンで長押しすることで徐々に変化し明るい黄色になったらマウスボタンを離すことで書き込まれます。

「0000」は内部 ROM 値を適用します。 

 

遅延時間の基準になる最下点からの時間はあとに述べるタイマー動作の値を参照しています。 

 

タイマー動作でのタイマー値（ほぼ同調のとれる時間値）を変更される場合はジャンパーをタイマー動作に設定

して調整してください。 
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タイマー動作での操作 

 

 

 

ＵＰ・ＤＷ押しボタンの操作は実機と同じです。ＬＥＤの点灯点

滅に変えてボタンの色が３段階に変化します。（点灯・点滅・高

速点滅）但しＤＷ長押しでの実機操作（バンドの変更）はできま

せん。下記の操作でお願いします。 

 

 

中央部の「ＴｉｍｅｒＭｏｄｅ」部分には現在のＪＰ設定でのエ

レメント情報を表示しています。左側ボタンには現在のバンド情

報を表示して左クリックで高い周波数のバンドへ、右クリックで

低い周波数のバンドへ変更できます。 

また。右側のテキストＢｏｘには現在のバンドのタイマー値が表

示され、個々の値を編集（０～２０００）して、バンドのボタン

をマウス左ボタンで長押しすることでボタンの色が順次変わり明

るい黄色に変わった時点でマウスを放すとその値が書き込まれま

す。 

 

 

 

注：タイマー動作では無線機との通信をしていませんので後に述べる機能は利用することが出来ません。 

 

ＣＩ－Ｖアドレス設定 

注：ICOM 機以外が対象の場合無効で、表示されません。 

ボタンをクリックすると SD-CNT に設定されている CI-V アドレスが表示されます。 

 

 

 

 

      この値を編集して、実行をクリックすることで、 

その値が書き込まれ、そのアドレス情報で動作し 

ます。（再起動の必要はありません） 

 

 

      設定可能な範囲は無線機側が０２～ＤＦ（16 進数） 

で、ＳＤ－ＣＮＴ側がＥ０～ＥＦ（16 進数）の範 

囲になります。 

 

 

この機能は設定後パソコンから操作しない場合（単独動作）でも継続されます。（設定は保持されます） 
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機能変更 

ＣＴＲＬキーを押しながらボタンをクリックすると SD-CNT に設定されているリグ。動作が表示されます。 

この機能は内部基板のジャンパー差し替えなしに対象無線機を切り替える機能になります。 

 

 

     対象無線機・エレメント・送信遅延を選択して、ＣＴＲＬキー 

を押しながら実行をクリックすることで、その値が書き込まれ 

その後ＳＤ－ＣＮＴは再起動されます。 

     アプリケーションはいったん接続が解除されますので、SD-CNT 

     が起動完了後に再接続してください。 

 

     「ジャンパーピンに従う」をチェックして実行すると、再起動 

後は内部基板上のジャンパーピン設定で動作します。 

 

     初期化・無線Ｌａｎ設定・ユーザーコマンド動作設定等の場合 

は、基板上のジャンパーピン優先で機能します。 

 

この機能は設定後パソコンから操作しない場合（単独動作）でも継続されます。（設定は保持されます） 

 

 

調整出力設定 

注：可能機種は FT991,FT710,FT857,IC705,IC7300,TS480,TS590(未確認),TS890(未確認),その他(未確認) 

ボタンをクリックすると現在の設定が表示されます。 

 

 

 

設定「０」はこの機能無効で、基本の５Ｗでチュー 

ニングします。有効な設定の値は「５～１００」の 

範囲で、チューニング出力を設定の値で実行します 

（ＩＣＯＭは％指定です）。 

 

     「ＰｏｗｅｒＵｐ動作」にチェックを入れるとＳＷＲ 

     がある程度下がるまで５Ｗで調整し、そこそこ下がっ 

     た時点で指定Ｗに変更してアンテナ調整を実行します。 

 

 

ＩＣＯＭ（ＩＣ－７３００等）の無線機の場合、１０Ｗ機（Ｓ）を除いて２０～３０Ｗ程度でないと正確なＳＷ

Ｒ値が取得出来ません。この場合には調整出力を上げてください。 

また八重洲無線（ＦＴ－７１０）も同様の様です（実機テストでは２５Ｗ程度設定しています・・ＦＴ－７１０

Ｓを除く）。 

調整出力の変更はご使用無線機の終段・アンテナチューナーに負担をかけない範囲でご利用お願いします。 

この機能は設定後パソコンから操作しない場合（単独動作）でも継続されます。（設定は保持されます） 

  



SD-CNT V3 説明書 

 

37 / 45 Yorozukosiraeya  

 

無線機設定機能 

あらかじめ「SD-CNT_Cont.exe」を保存したフォルダーにテキストファイル「sd-cmd.txt」を準備しておきま

す。 

各行の「、」で区切られた前の部分は「SD-CNT_Cont.exe」での選択用のタイトルになります。後ろ側のテキスト

は無線機に送出するコマンドになります。またこのコマンドが「＃」で始まる場合はその名称のテキストファイ

ルの内容を送出します。各ファイルは同じフォルダーに存在することが必要です。 

もし起動したフォルダーに「sd-cmd.txt」が無かった場合はこのボタンは非表示です。 

 

ボタンをクリックしますと「sd-cmd.txt」のタイトルが表示されます。 

 

 

 

 

       実行したいコマンド（タイトルをマ 

       ウスで選択して「実行」ボタンをク 

       リックするとこの画面を閉じてその 

       コマンドが無線機に送出されます。 

 

       注：記述されますコマンドの無線機か 

         らの返信は無視されます。 

         設定のみが可能です。 

 

 

 

参考例の様にその無線機でサポートされている設定がボタン一つで設定可能です。ファイルから実行できるコマ

ンド数は１０個までとなります。またコマンドの内容は各無線機での通信仕様を参照してください。各無線機で

のコマンド以外では「TUNE」のみ認識実行可能で、「TUNE」の実行は最後のみ可能です。CI-V、八重洲旧 CAT 以

外（ターミネート「；」のケンウッド、八重洲にはコマンドのあと何か応答するコマンド「PS」等が必要です。 

 

ＩＣＯＭのＣＩ－Ｖは無線機の下記ＣＩ－Ｖ説明書でのフォーマットで④⑤⑥（コマンド、サブコマンド、デー

ターエリア）の部分のみの記述です。 

 

 
(IC-7300 CI-V 説明書より） 
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参考例１・（TS-480での記述参考） 

[sd-cmd.txt] 

ModeUSB,MD2;PS    モードを USB に変更 

ModeLSB,MD1;PS    モードを LSB に変更 

FT8(14.074MHz),#FT8_14074  14M の FT8 に変更（FT8_14074.txt） 

AM(7.195MHz),#AM_7195   7M の AM に変更（AM_7195.txt） 

FM(29.300MHz),#FM_29300   29M の FM に変更（FM_29300.txt） 

CW-Tune(10.120MHz),#CW-Tune_10120 10M の CW に変更（CW-Tune_10120.txt） 

QRP(5W),PC005;PS   5W に変更 

Tune,TUNE    自動調整を実行 

 

[FT8_14074.txt] 

MD2;PS     モードをＵＳＢに設定 

FA00014074000;PS   VFO-A の周波数を 14.074MHｚに設定 

PC020;PS    出力を 20W に設定 

  

[AM_7195.txt] 

MD5;PS     モードを AM に設定 

FA00007195000;PS   VFO-A の周波数を 7.1954MHｚに設定 

 

[FM_29300.txt] 

MD4;PS     モードを FM に設定 

FA00029300000;PS   VFO-A の周波数を 29.3MHｚに設定 

 

[CW-Tune_10120.txt] 

MD3;PS     モードを CW に設定 

FA00010120000;PS   VFO-A の周波数を 10.124MHｚに設定 

TUNE     自動調整の実行 

 

注：上記右側コメント説明は記述テキストに含まないでください。 

  （コメント機能はサポートしていません） 

 

注：参考の為 TUNE 記述しています 

 実際は混信を与えないように確認してからチューニングして頂くようお願いします。 
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参考例２・（IC-7300で記述しています・・IC-705も同じです） 

[sd-cmd.txt] 

ModeUSB,0601    モードを USB に変更 

ModeLSB,0600    モードを LSB に変更 

FT8(14.074MHz),#FT8_14074  14M の FT8 に変更（FT8_14074.txt） 

AM(7.195MHz),#AM_7195   7M の AM に変更（AM_7195.txt） 

FM(29.300MHz),#FM_29300   29M の FM に変更（FM_29300.txt） 

CW-Tune(10.120MHz),#CW-Tune_10120 10M の CW に変更（CW-Tune_10120.txt） 

QRO(100%),140A0255   出力 100％に変更 

Tune,TUNE    自動調整を実行 

 

[FT8_14074.txt] 

0700     VFO-A を選択 

0601     モードをＵＳＢに設定 

050040071400    VFO-A の周波数を 14.074MHｚに設定 

PC020;PS    出力を 20W に設定 

  

[AM_7195.txt] 

0700     VFO-A を選択 

0602     モードを AM に設定 

050050190700    VFO-A の周波数を 7.1954MHｚに設定 

 

[FM_29300.txt] 

0700     VFO-A を選択 

0605     モードを FM に設定 

050000302900    VFO-A の周波数を 29.3MHｚに設定 

 

[CW-Tune_10120.txt] 

0700     VFO-A を選択 

0603     モードを CW に設定 

050000121000    VFO-A の周波数を 10.124MHｚに設定 

TUNE     自動調整の実行 

 

注：上記右側コメント説明は記述テキストに含まないでください。 

  （コメント機能はサポートしていません） 

 

注：参考の為 TUNE 記述しています 

 実際は混信を与えないように確認してからチューニングして頂くようお願いします。 
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参考例３・（FT-991での記述参考） 

[sd-cmd.txt] 

ModeUSB,MD02;PS    モードを USB に変更 

ModeLSB,MD01;PS    モードを LSB に変更 

FT8(14.074MHz),#FT8_14074  14M の FT8 に変更（FT8_14074.txt） 

AM(7.195MHz),#AM_7195   7M の AM に変更（AM_7195.txt） 

FM(29.300MHz),#FM_29300   29M の FM に変更（FM_29300.txt） 

CW-Tune(10.120MHz),#CW-Tune_10120  10M の CW に変更（CW-Tune_10120.txt） 

QRP(5W),PC005;PS    5W に変更 

Tune,TUNE    自動調整を実行 

 

[FT8_14074.txt] 

MD02;PS     モードをＵＳＢに設定 

FA014074000;PS    VFO-A の周波数を 14.074MHｚに設定 

EX1061;PS    マイク入力を裏面 USB に変更 

PC020;PS    出力を 20W に設定 

  

[AM_7195.txt] 

MD05;PS     モードを AM に設定 

FA007195000;PS    VFO-A の周波数を 7.1954MHｚに設定 

EX1060;PS    マイク入力をパネル面に変更 

 

[FM_29300.txt] 

MD0B;PS     モードを FM に設定 

FA029300000;PS    VFO-A の周波数を 29.3MHｚに設定 

EX1060;PS    マイク入力をパネル面に変更 

 

[CW-Tune_10120.txt] 

MD03;PS     モードを CW に設定 

FA010120000;PS    VFO-A の周波数を 10.124MHｚに設定 

TUNE     自動調整の実行 

 

注：上記右側コメント説明は記述テキストに含まないでください。 

  （コメント機能はサポートしていません） 

 

注：参考の為 TUNE 記述しています 

 実際は混信を与えないように確認してからチューニングして頂くようお願いします。 

 

＊＊時折９９１の場合変更に失敗するコマンドがありますが、コマンドの順番を入れ替えると 

  動作してくれる場合があります。 
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参考例４・（FT-817で記述しています・・FT-857も同じです） 

[sd-cmd.txt] 

ModeUSB, 0100000007   モードを USB に変更 

ModeLSB, 0000000007   モードを LSB に変更 

FT8(14.074MHz),#FT8_14074  14M の FT8 に変更（FT8_14074.txt） 

AM(7.195MHz),#AM_7195   7M の AM に変更（AM_7195.txt） 

FM(29.300MHz),#FM_29300   29M の FM に変更（FM_29300.txt） 

CW-Tune(10.120MHz),#CW-Tune_10120 10M の CW に変更（CW-Tune_10120.txt） 

Tune,TUNE    自動調整を実行 

 

[FT8_14074.txt] 

0100000007    モードをＵＳＢに設定 

0140740001    VFO-A の周波数を 14.074MHｚに設定 

 

[AM_7195.txt] 

0400000007    モードを AM に設定 

0071950001    VFO-A の周波数を 7.1954MHｚに設定 

 

[FM_29300.txt] 

0800000007    モードを FM に設定 

0293000001    VFO-A の周波数を 29.3MHｚに設定 

 

[CW-Tune_10120.txt] 

0200000007    モードを CW に設定 

0101200001    VFO-A の周波数を 10.124MHｚに設定 

TUNE     自動調整の実行 

 

 

注：上記右側コメント説明は記述テキストに含まないでください。 

  （コメント機能はサポートしていません） 

 

注：参考の為 TUNE 記述しています 

 実際は混信を与えないように確認してからチューニングして頂くようお願いします。   
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その他 

ほかの無線機コントロールアプリケーションとの共存 

＜パソコンを運用にご利用の場合＞ 

インターネットのフリーソフトサイト「Ｖｅｃｔｏｒ」に公開しています「ＨａｍＣｏｍＭｉｘｅｒ」をご利用

ください。別途「ｃｏｍ０ｃｏｍ」もしくはＵＳＢシリアル変換アダプター等でのハード的仮想ＣＯＭポートの

中継が必要になります。またＳＤ－ＣＮＴのリグ接続をパソコンに接続するためのＵＳＢシリアル変換アダプタ

ーとクロスケーブルも必要になります。 

＜他の方法＞ 

ＵＳＢポートとＲＳ２３２Ｃが共存できる無線機の場合他アプリケーションはＵＳＢポートをご利用ください。 

（同時にコマンド発行した場合の動作は不定です） 

ＵＳＢポートのない機種等で他に別系統の通信ポートがある場合はそちらをご利用ください。 

リモコン基板（付属リモコン基板） 

付属のリモコン基板は秋月電子通商さんで販売されている「ＥＳＰ３２－ＤｅｖＫｉｔＣ」を搭載して動作する

プロジェクトです。別の「ＥＳＰ－ＷＲＯＯＭ－０２開発ボード」も搭載可能です。対応はＡＰモード動作で無

線機接続動作に対応して作成してあり、ボタン操作はＳＤ－ＣＮＴと同様の操作になります。Ａｒｄｕｉｎｏ環

境を構築してＥＳＰ３２のデバイスモジュールをインストールすることで作成可能になります。ただＬＣＤ表示

がありませんので正確なＳＤ－ＣＮＴの状態はわかりません（調整完了周波数・エラー情報等）。またこのアプ

リケーションでエラーとしてＬＥＤの高速点滅（緑赤同時）はリモコン自体のエラーおよび無線Ｌａｎ接続出来

なかった等の表示です。交互の高速点滅は調整等で無線機との通信エラーや上端・下端での停止等の状況を意味

しています。交互のエラー表示は再度ボタン操作することで解除されます。同時の接続に関するエラーはＵＰ／

ＤＷボタンの同時押しで再接続操作が必要になります（もしくはリモコン電源の再投入）。詳細はＡｒｄｕｉｎ

ｏのソースコードを参考願います。 

注：リモコン基板での操作はタイマー動作ではお使いになれません。 

  （バンドの変更等が出来ないためです・・無線Ｌａｎ接続でのボタンによるバンド選択は出来ません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＥＳＰ３２－ＤｅｖＫｉｔＣを搭載したイメージ 

  電源はＥＳＰ３２―ＤｅｖＫｉｔＣのＵＳＢで給電しています。  



SD-CNT V3 説明書 

 

43 / 45 Yorozukosiraeya  

 

仕様 
 電源    １３．８Ｖ（±１０％） 

 消費電流    ０．２Ａ（内部消費） 

 ＳＤ－３３０供給電流  最大０．８Ａ程度（ＳＤ－３３０消費） 

 

 無線Ｌａｎ 

 使用デバイス   ＥＳＰ－ＷＲＯＯＭ-０２Ｄ 

 技術基準適合   工事設計認証番号＜201-171000＞ 

 メーカー    ESPRESSIF SYSTEMS (SHANGHAI) PTE LTD 

  

 注：海外でのご使用時は利用される国において「ＥＳＰ－ＷＲＯＯｍ－０２Ｄ」が使用可能 

   かどうかをご確認の上ご利用お願いします。 

 

注：無線Ｌａｎでの操作で調整する場合はＬＡＮ経由での送信操作になりますので、総務省 

への届出が必要になるかと思われます。 
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初版 2019.11.18    Ver1.10  

テスト運用での改良点を修正、ほか説明書を追記変更 

 

2020.09.05    Ver1.11 

メモリーＣＨ運用、スプリット運用に関して無線機対応更新 

  

2021.03.09  Ver1.12 

ＴＳ－５９０で送受信切り替え時のエラー発生を修正 

 

2021.05.20  Ver1.13 

通常動作でジャンパ１の６を短絡したときの送信の遅延開始の時間値を 

ＳＤ－ＣＮＴから０～１０秒の範囲で変更可能とする 

 

2021.06.22 

アプリケーションＳＤ－ＣＮＴでのタイマー動作において「ＤＷスイッ 

チによるバンド変更が不可」の説明を追記 

 

2021.09.08  Ver3.00 

ユーザーコマンド機能を追加 

 

2021.11.23  Ver3.10 

ＴＣ－ＦＣ４開発に伴いジャンパー設定等をＳＤ－ＣＮＴと共通化、その他 

変更・修正・削除等を追記ユーザーコマンドにＩＣＯＭ（ＣＩ－Ｖ）を追加 

外部コントロールから無線機への無線機設定機能追加 

 

2022.07.15    Ver3.20 

ＡＴＡＳ－Ａｄｐのリリースに伴い八重洲 ATAS100 アンテナにおいても使用 

可能な様にプログラムを修正。 

ＳＷＲが下降から上昇に転じた場合、エレメント移動を逆転して、最小値で 

停止するように動作を追加 

 

2022.07.31    Ver3.30 

ＢＴ－Ａｄｐほぼ完成につき IC705 での BT 通信も踏まえてＳＤ－３３０・Ａ 

ＴＡＳ－１００にほぼ対応出来る様に各設定・定数等を修正 

 

2022.09.15   Ver3.31  

ユーザーコマンド動作で複数コマンドを並べた場合のバグ修正 

「ＷｉＦｉ」記述をＷＬａｎ（無線ＬＡＮ）に変更 

         （WiFi は「Wi-Fi Alliance」の商標になりますので変更しました） 

 

2022.09.15   Ver3.31a 

説明 30 ページの強制 AP モード起動の部分（旧説明が SD-CNT 対象）。 

ユーザーコマンドの部分を修正（ジャンパー設定記述を追加） 

 

2023.04.26   Ver3.50 

ＩＣＯＭ社の無線機接続時にＳＤ－ＣＮＴがコマンド送信する際の対象無線機の 

ＣＩ－Ｖアドレス、ＳＤ－ＣＮＴのＣＩ－Ｖアドレスを変更できるよう修正 

 

2023.05.30   Ver3.51 

無線Ｌａｎ設定で、「192.168.123.123」等の少し長い文字列のＩＰ、ＧＷ、 

ＭＡＳＫ等の場合、書込時にアプリケーションで設定値が消える、ＳＴモー 

ド起動時に内部バッファのオーバーフローにより動作不具合が発生するバグ 

を修正 
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2023.07.10   Ver3.60 

ＩＣＯＭ社無線機での正確なＳＷＲ値取得が３０Ｗ以上との仕様により調整出 

力の変更、２段階調整の機能を追加 

 

2024.01.17   Ver3.60b 

基板を変更の為、ジャンパー等を記した基板図を差し替え 

 

2024.02.09   Ver3.60c 

説明書を更新。 

 

2024.05.24   Ver3.60d 

八重洲 FT-710 における TTL レベルのＣＡＴが利用可能な為、使用可能と思われる無線機に 

ＦＴ－７１０を追加。使用出来ない機器の説明を変更。 

 

2024.08.20   Ver3.70 

  正式にＦＴ－７１０のサポートを追加 

  その他誤文字等を修正 

 

2026.01.25   Ver3.80 

  正式にＦＴＸ－１のサポートを追加 

  パソコン接続からジャンパーピン設定（対象無線機設定）を変更できる機能を追加 

 


